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特
集
の
テ
ー
マ
は
令
和
２
年
度
決
算
で
す
。
今
回
の
決
算
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
赤
字
が
出
ま

し
た
。
赤
字
は
大
き
く
な
る
と
住
民
の
生
活
に
も
負
担
が
生
じ
ま
す
。
赤
字
に
つ
い
て
考
え

る
良
い
機
会
で
す
の
で
、
実
際
に
財
政
破
綻
し
た
自
治
体
の
事
例
も
交
え
な
が
ら
少
し
掘
り

下
げ
て
紹
介
し
ま
す
。

特
集 

：
令
和
２
年
度
決
算
報
告
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

旧
船
フ
ェ
リ
ー
の
受
け
渡
し
が
で
き
ず
、

売
買
契
約
が
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
ま
し

た
。
予
定
し
て
い
た
売
却
金
が
入
っ
て

こ
な
か
っ
た
た
め
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

【
表
１
】
参
照

赤
字
分
は
補
助
金
で
今
年
度
県
か
ら
補

填
さ
れ
る
予
定
で
、
村
の
行
政
運
営
に

支
障
が
出
な
い
よ
う
手
続
き
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

歳
入
よ
り
歳
出
が
多
く
な
る
と
赤
字
に

な
り
ま
す
。
自
治
体
の
場
合
、
赤
字
が

国
の
定
め
る
基
準
を
超
え
る
と
注
意
を

促
が
さ
れ
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）、
さ
ら

に
ひ
ど
く
な
る
と
破
綻
し
た
（
レ
ッ
ド

カ
ー
ド
）
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

国
は
、
自
治
体
の
会
計
の
状
況
を
判
定

す
る
た
め
に
『
財
政
健
全
化
判
断
比
率
』

と
し
て
、４
つ
の
指
標
を
設
け
て
い
ま
す
。

【
表
２
】
参
照　
各
自
治
体
は
、
こ
の
４

つ
の
指
標
に
な
ら
っ
て
財
政
の
健
全
度

を
算
定
し
、
毎
年
議
会
に
報
告
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

『
豆
知
識
』

【
財
政
健
全
化
判
断
比
率
と
は
】
会
計
の
状

況
を
評
価
す
る
た
め
の
指
標
で
、
以
下
４
つ

の
指
標
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

① 

実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
の
赤
字
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か

② 

連
結
実
質
赤
字
比
率

　
会
計
全
体
の
赤
字
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か

③ 

実
質
公
債
費
比
率

　
借
金
返
済
額
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か

④ 

将
来
負
担
比
率

　
将
来
一
般
会
計
な
ど
で
返
済
す
る
金
額
が

ど
の
く
ら
い
あ
る
か

ま
た
、
他
に
会
計
ご
と
の
経
営
状
態
を

判
断
す
る
『
資
金
不
足
比
率
』
と
い
う

指
標
も
あ
り
ま
す
。

【
資
金
不
足
比
率
と
は
】
資
金
不
足
の
程
度

で
、
自
治
体
の
会
計
ご
と
の
経
営
状
態
を

判
断
す
る
指
標
。
20
％
を
超
え
る
と
、
経

営
健
全
化
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
、

経
営
の
健
全
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

『
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
』に
な
っ
た
自
治
体
は
、

「
早
期
健
全
化
団
体
」
と
な
り
、「
財

政
健
全
化
計
画
」
の
策
定
と
外
部
か
ら

の
監
査
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
健
全

化
が
困
難
な
状
況
の
場
合
に
は
、
総
務

大
臣
や
知
事
か
ら
の
勧
告
を
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

『
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
』
に
な
っ
た
自
治
体
は
、

「
財
政
再
生
団
体
」
と
な
り
、「
財
政

再
生
計
画
」
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
。
国
に
管
理
さ
れ
な
が
ら
、
自
治

体
の
抱
え
た
借
金
を
住
民
が
返
済
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

夕
張
市
で
は
財
政
破
綻
後
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
料
金
が
高
く
な
り
、
役
所
職
員

も
大
幅
に
削
減
、
給
料
も
大
幅
に
カ
ッ

ト
。
人
員
不
足
で
サ
ー
ビ
ス
の
質
も
低

下
し
、「
全
国
で
最
高
の
負
担
、
最
低

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

破
綻
し
た
２
０
０
７
年
に
は
約

１
万
２
千
人
だ
っ
た
人
口
が
、
現
在
で

は
約
７
千
人
と
人
口
が
減
少
し
続
け
て

　
令
和
２
年
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
三
島
村
は
赤
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
。
行
政
運
営
は
税
金
で
成
り

立
つ
の
で
民
間
企
業
の
よ
う
に
倒
産
し
な

い
か
ら
大
丈
夫
、
と
思
い
が
ち
で
す
が
、

運
営
が
う
ま
く
な
け
れ
ば
財
政
破
綻
し
ま

す
。

　

実
際
に
北
海
道
の
夕
張
市
は
、

２
０
０
７
年
に
３
５
３
億
円
の
赤
字
を
抱

え
て
財
政
破
綻
し
ま
し
た
。

　
自
治
体
の
予
算
は
無
限
で
は
な
く
、
ど

う
や
っ
て
収
入
を
増
や
し
て
、
無
駄
を
省

い
て
ゆ
く
か
住
民
も
意
識
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
三
島
村
の
令
和
２
年
度
決

算
で
財
政
の
現
状
を
紹
介
し
な
が
ら
「
赤

字
に
な
る
と
ど
う
な
る
の
？
」
と
い
う
疑

問
に
も
触
れ
て
い
き
ま
す
。

特
集
：
令
和
２
年
度
決
算
報
告

赤
字
と
な
っ
た
理
由
は
？

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

影
響
で
予
定
し
て
い
た
入

金
が
な
く
な
っ
た
た
め

国
や
県
と
共
に
財
政
の
健

全
化
を
図
り
ま
す
。

赤
字
に
な
っ
た
ら
ど
う
な

る
の
？

QQ A

A
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い
ま
す
。
ま
た
、重
要
な
資
金
源
で
あ
る

「
地
方
債
」
を
使
い
た
い
場
合
、
総
務

大
臣
の
同
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。（
災

害
対
策
以
外
）

【
表
２
】
の
通
り
、
三
島
村
全
体
の
財

政
は
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
の
基
準
を
下
回

り
、現
状
は「
健
全
」と
判
断
さ
れ
ま
す
。

船
舶
交
通
事
業
特
別
会
計
は
資
金
不
足

比
率
が
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
の
基
準
で
あ
る

20
％
を
大
き
く
超
え
て
い
ま
す
が
、
翌
年

度
、
つ
ま
り
令
和
３
年
度
に
資
金
不
足

が
解
消
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
は
計

画
を
策
定
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
三
島
村
で
は
令
和
３
年
度
で
国

民
健
康
保
険
の
積
立
金
が
少
な
く
な

り
、
県
の
指
導
で
保
険
料
が
上
が
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
行
政
運
営
を
見
直

し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
住
民
の
負
担
が

大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
行
政
・
議
会
・

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
住
み
や
す
い
三
島

村
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

三
島
村
は
大
丈
夫
？

現
状
は
健
全
で
す

QA

0

5 億

10 億

15 億

20 億

25 億

30 億円

特産品焼酎特別会計
2900 万円

船舶交通事業特別会計
3 億 9012 万円

後期高齢者医療特別会計
716 万円

介護保険特別会計
（介護サービス事業）
130 万円

介護保険特別会計
（介護保険事業）
4222 万円

国民保険特別会計
6746 万円

明許繰越会計
9726 万円

一般会計
19 億 5491 万円

特産品焼酎特別会計
2652 万円

船舶交通事業特別会計
8 億 1458 万円

後期高齢者医療特別会計
559 万円

介護保険特別会計
（介護サービス事業）
108 万円

介護保険特別会計
（介護保険事業）
3798 万円

国民保険特別会計
6700 万円

明許繰越会計
9726 万円

一般会計
18 億 4060 万円

特産品焼酎特別会計
248 万円

船舶交通事業特別会計
- 4 億 2445 万円

後期高齢者医療特別会計
156 万円

介護保険特別会計
（介護サービス事業）
22 万円

介護保険特別会計
（介護保険事業）
424 万円

国民保険特別会計
46 万円

明許繰越会計
0 円

一般会計
1 億 1430 万円

【表１】
令和2年度

全体歳入歳出

歳出歳入

歳入
計：25億8947万円

歳出
計：28億9064万円

差引収支
計：-3億116万円

早期健全化・財政再生基準（単位：％）

早期健全化基準（単位：％）
① 実質赤字比率

② 連結実質赤字比率

③ 実質公債費比率

④ 将来負担比率

資金不足比率三島村17.72

三島村11.9

※ 公営企業会計
ごとに算出

船舶交通事業特別会計

【表2】財政健全化判断比率

20.0015（※１）

20（※2） 30.00

35.025.0

350.0（※3）

20.00

（※１）　基準値は、自治体の財政規模に応じて 11.25～15に変動
　　　　なお、令和 2年度の一般会計は赤字でないため数値なし

『
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
』 

財
政
再
生
段
階

『イエローカード』 早期健全化段階

『イエローカード』 経営健全化段階

三島村146.6

（※3）　三島村は将来負担は今回負担の見込みがないので数値なし　

（※2）　基準値は、自治体の財政規模に応じて 16.25～20に変動
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【
質
疑
】

山
崎
晋
作 

議
員

『
減
債
基
金
の
繰
入
に
つ
い

て
』
工
事
を
す
る
た
め
に
借

金
を
返
済
す
る
た
め
の
積
立
（
減
債
基

金
）
を
繰
入
れ
て
い
る
が
、
こ
の
基
金

を
使
う
こ
と
が
妥
当
か
、
ま
た
今
後
へ

の
影
響
は
？

総
務
課
長
　
減
債
基
金
の
利
用
は
問
題

な
い
。
今
後
の
財
政
へ
影
響
が
な
い
範
囲

で
繰
入
を
し
た
。

日
髙
重
行 

議
員

『
土
砂
流
入
の
原
因
究
明
に

つ
い
て
』
大
里
港
に
大
量
の

砂
が
堆
積
し
た
原
因
を
分
析
し
な
い
と
、

ま
た
同
様
の
こ
と
が
起
こ
り
、
そ
の
度

に
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
が
、
今
後
の

対
応
の
予
定
は
？

経
済
課
長　
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

村
長　
硫
黄
島
の
砂
浜
の
砂
が
ど
ん
ど

ん
減
っ
て
石
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
る
。
海

亀
の
産
卵
場
所
に
も
な
っ
て
お
り
、
県

に
原
因
究
明
を
訴
え
た
。
県
も
調
査
を

し
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
解
決
に
至

っ
て
い
な
い
。
非
常
に
複
雑
で
難
し
い
が
、

引
き
続
き
県
に
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

同
様
に
大
里
港
に
つ
い
て
も
調
査
が
必

要
な
の
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

谷
口
伸
二 

議
員

『
海
底
調
査
に
つ
い
て
』
以

前
十
島
村
の
港
で
事
故
が

あ
っ
た
時
、
一
般
質
問
で
三
島
村
の
危

険
性
に
つ
い
て
調
査
の
必
要
性
を
訴
え
、

大
里
港
で
大
規
模
な
浚
渫
工
事
が
行
わ

れ
た
。
そ
れ
か
ら
年
に
一
度
く
ら
い
は
海

底
調
査
を
行
わ
な
か
っ
た
の
か
。

経
済
課
長　
年
に
一
度
の
測
量
調
査
は

行
っ
て
お
り
、
そ
の
時
点
で
は
ギ
リ
ギ
リ

大
丈
夫
だ
と
判
断
し
た
。

谷
口
伸
二
議
員　
実
際
危
険
な
状
況
に

な
っ
た
の
で
、
今
後
は
ギ
リ
ギ
リ
は
ア
ウ

ト
だ
と
判
断
し
て
欲
し
い
。

承
認
第
33
号

令
和
３
年
度
三
島
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

承
認
第
34
号

令
和
３
年
度
竹
島
港
改
修
工
事
の
工
事

請
負
契
約

承
認
第
35
号

令
和
３
年
度
三
島
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

　
９
月
定
例
会
で
は
、
昨
年
度
の
決
算
が
行
わ
れ
、

議
会
は
決
算
書
の
認
定
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
こ

で
議
会
は
行
政
が
予
算
を
正
し
く
使
っ
た
か
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。
予
算
と
違
っ
て
認
定
し
な
く
て
も
行

政
運
営
へ
の
直
接
的
な
効
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
お
金
の
使
い
道
を
行
政
と
議
論
し
て
、

今
後
の
予
算
組
み
に
活
か
し
ま
す
。

　
な
お
、
決
算
が
終
わ
る
と
、
行
政
は
来
年
度
の

予
算
を
11
月
後
半
か
ら
作
成
し
始
め
ま
す
。
そ
の

た
め
９
月
か
ら
10
月
は
、
村
政
へ
の
要
望
を
、
来

年
度
予
算
に
組
み
込
ん
で
も
ら
い
や
す
い
タ
イ
ミ
ン

グ
と
な
り
ま
す
。

『
9
月
定
例
会
の
紹
介
』

［補正予算］
…………………………………………………… 

【概要】< 補正額：+1100 万円 >
　財源内訳
　・自主財源 1100 万円（減債基金から繰入）
　主な使い道
　・大里港の海底土砂の除去工事
　　（土砂の堆積により、フェリーの船底が
　　　当たってしまったため）
……………………………………………………

【討論】なし
……………………………………………………

【議決・採決】　賛成 5　反対 0（専決処分）

［契約］
………………………………………… 

【概要】・竹島港の沖防波堤工事
　　　・契約金額：7554万円
　　　・工期：令和4年1月15日まで
…………………………………………

【討論】なし
…………………………………………

【議決・採決】　賛成 5　反対 0
　（専決処分）
…………………………………………

【質疑】なし

［補正予算］
…………………………………………………………

【概要】< 補正額：+213 万円 >
　財源内訳    
  ・依存財源 200 万円（地方交付税）
  ・自主財源 13 万円（ジャンベの郷基金から繰入）
　主な使い道
  ・家屋購入費（硫黄島） 200 万円
  ・ママディ = ケイタ氏死去に伴う寄付金 13 万円
……………………………………………………………

【討論】なし
……………………………………………………………

【議決・採決】　賛成 5　反対 0（専決処分）
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【
質
疑
】

山
崎
晋
作 

議
員

『
家
屋
の
購
入
に
つ
い
て
』

家
屋
の
購
入
金
額
の
算
出

方
法
や
算
定
基
準
（
固
定
資
産
税
評
価

額
な
ど
）
は
？

総
務
課
長　
固
定
資
産
税
評
価
額
を

1
.
4
倍
し
て
算
定
し
て
い
る
。

土
地
の
面
積
2
2
2
.
6
6
㎡

土
地
の
評
価
額
：
39
万
円

土
地
の
購
入
額
：
54
万
円

家
屋
の
床
面
積
：
70
.

97
㎡

家
屋
の
評
価
額
：
1
0
7
万
円

家
屋
の
購
入
額
：
1
5
0
万

2
0
0
万
円
を
オ
ー
バ
ー
し
た
部
分
は

個
人
が
負
担
す
る
移
転
登
記
に
か
か
る

費
用
分
を
引
い
た
。

山
崎
晋
作 

議
員　
こ
の
物
件
の
登
記
や

支
払
い
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　
手
続
き
中
な
の
で
、
終
わ

り
次
第
契
約
し
て
購
入
予
定
。

【
質
疑
】

谷
口
伸
二 

議
員

『
工
期
に
つ
い
て
』
三
度
目

の
工
期
延
長
と
な
る
が
、
今

回
は
工
期
内
に
完
了
で
き
る
の
か
？

経
済
課
長　
事
業
者
に
は
こ
れ
以
上
延

期
で
き
な
い
と
伝
え
て
お
り
、
工
期
内

に
終
了
す
る
努
力
を
す
る
と
返
答
を
も

ら
っ
て
い
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
討
論
】

[

反
対] 

山
崎
晋
作 

議
員
　
計
画
策
定

に
あ
た
り
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
「
地

域
住
民
と
の
合
意
形
成
」
が
図
ら
れ
て

い
な
い
た
め
。
重
要
な
計
画
な
の
で
、

合
意
形
成
を
図
っ
た
上
で
再
度
審
議
す

べ
き
。

[

賛
成] 

日
髙
重
行 

議
員　
問
題
が
生

じ
た
ら
そ
の
都
度
議
会
の
承
認
を
持
っ

て
検
討
で
き
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
た
め
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
質
疑
】

山
崎
晋
作 

議
員

『
1. 

焼
酎
事
業
に
つ
い
て
』

「
産
業
振
興
に
大
き
く
寄
与

す
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状
で
は
売
り
上

げ
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。「
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
売
上
が
落
ち
込
ん
で
い
る
」
と
あ

る
が
、
以
前
の
議
会
で
デ
ー
タ
を
提
示

し
て
も
ら
い
、
相
関
関
係
は
見
ら
れ
な

い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
公
共
事

業
だ
と
は
い
え
、
赤
字
に
な
れ
ば
財
政

を
圧
迫
す
る
。
経
営
を
軌
道
に
乗
せ
る

た
め
に
冷
静
な
分
析
、
判
断
が
必
要
だ

が
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

定
住
促
進
課
長　
特
産
品
焼
酎
特
別
会

計
の
決
算
の
場
で
説
明
さ
せ
て
頂
く
。

山
崎
晋
作 

議
員　
今
回
聞
き
た
か
っ
た

の
は
、
焼
酎
事
業
が
軌
道
に
乗
っ
て
い

る
前
提
で
計
画
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
こ
と
を
理

解
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
。

定
住
促
進
課
長
　
ご
指
摘
の
通
り
売
上

が
伸
び
な
い
状
況
だ
が
、
県
の
支
援
も

受
け
な
が
ら
自
立
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
新
た
な
雇
用
３
名
、
パ

ー
ト
も
延
べ
人
数
で
20
名
ほ
ど
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
一
定
の
経
済
効
果

は
出
て
い
る
。

山
崎
晋
作 

議
員

『
2. 

１
日
１
便
・
枕
崎
航
路
の
計
画

に
つ
い
て
』
施
策
を
掲
げ
て
十
数
年
経

っ
て
お
り
、
週
３
便
か
ら
４
便
に
増
え

承
認
第
36
号

令
和
２
年
度
大
里
港
改
修
工
事
の
工
事

請
負
変
更
契
約

議
案
第
22
号

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

議
案
第
23
号

三
島
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の

策
定

［契約変更］
…………………………… 

【概要】・工事期間の延長
令和 3 年 10 月 11 日迄

（+73 日間）
……………………………

【討論】なし
……………………………

【議決・採決】
　賛成 5　反対 0
　（専決処分）

［債権放棄］
………………………………

【概要】
・転出者 2 名の村営住宅
　使用料滞納金の債権放棄

・債権額　43 万円
………………………………

【討論】なし
………………………………

【議決・採決】
　賛成 5　反対 0
………………………………

【質疑】なし

［計画の策定］
……………………………………

【概要】
・過疎地域が持続的に発展
　するために有利な制度を
　受けるための計画

・令和 3 年度〜
　令和 7 年度の 5 ヵ年計画
……………………………………

【討論】あり（左記の通り）
……………………………………

【議決・採決】　賛成 3　反対 2
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た
経
緯
も
あ
る
が
、
こ
の
計
画
を
進
め

る
具
体
的
な
根
拠
が
示
せ
る
か
。
財
政

へ
の
影
響
、
職
員
の
負
担
と
い
っ
た
面

は
？
枕
崎
航
路
は
以
前
運
航
し
て
い
た

が
、
再
度
運
航
さ
せ
る
ほ
ど
利
用
者
が

い
た
の
か
。
当
時
は
宿
泊
費
補
助
や
補

助
金
を
準
備
す
る
か
ら
青
年
会
の
イ
ベ

ン
ト
を
枕
崎
で
や
っ
て
く
れ
と
い
う
役
場

か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た
り
し
て
利
用
者

を
増
や
し
て
い
た
。
本
当
に
村
が
よ
く

な
る
た
め
の
施
策
な
の
か
。

総
務
課
長　
１
日
１
便
は
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。
根
拠
は
、
南
薩
地
域
と
の

交
流
・
枕
崎
で
の
病
院
・
買
い
物
な
ど

を
含
め
て
、
本
土
へ
繋
が
る
回
数
が
増

え
れ
ば
島
民
の
利
便
性
が
確
実
に
上
が

る
。
国
や
県
の
補
助
が
あ
り
な
が
ら
現

在
実
現
し
て
い
な
い
の
は
、
港
の
確
保
が

で
き
て
い
な
い
た
め
。
財
政
に
つ
い
て
は
、

国
に
認
め
ら
れ
れ
ば
職
員
増
員
に
よ
る

人
件
費
も
含
め
て
補
填
し
て
も
ら
え
る

た
め
、
村
に
負
担
は
な
い
。

山
崎
晋
作 

議
員　
枕
崎
航

路
に
つ
い
て
い
ろ
ん
な
人
と

話
を
し
た
が
、
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
と
い
う
声
は
聞
か
な
か
っ
た
。

実
現
の
た
め
に
や
り
方
を
工
夫
し
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
は
大
事
だ
が
、
現
実
問

題
と
し
て
う
ま
く
い
っ
て
い
な
か
っ
た
。

再
度
や
る
の
で
あ
れ
ば
、
前
回
の
反
省

点
を
踏
ま
え
て
具
体
的
な
改
善
案
も
な

い
と
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
。
そ
れ
が

な
い
の
で
あ
れ
ば
計
画
に
載
せ
る
べ
き
で

は
な
い
。

総
務
課
長　
計
画
に
載
せ
る
べ
き
で
は

な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
南
薩
方
面
か
ら

団
体
で
島
に
行
き
た
い
と
い
う
声
も
あ

り
、
民
宿
の
利
益
に
も
な
る
。
急
病
な

ど
の
際
、
枕
崎
の
病
院
や
大
き
な
病
院

に
行
け
る
よ
う
に
な
る
の
で
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

山
崎
晋
作 

議
員　
単
純
に
計
画
に
反

対
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
枕
崎
航
路

は
一
度
失
敗
し
て
い
る
の
だ
か
ら
改
善
策

が
必
要
だ
と
い
う
主
旨
で
発
言
し
て
い

る
。
南
薩
か
ら
乗
り
た
い
人
が
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
で
は
そ
れ
が
何
人
な
の

か
。
10
人
く
ら
い
な
ら
航
路
を
再
開
す

る
べ
き
で
は
な
い
。
病
院
の
心
配
は
確
か

に
あ
る
が
、
急
病
の
対
応
は
１
日
１
便

で
も
厳
し
い
。
み
し
ま
２
や
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
を
主
と
し
て
考
え
る
べ
き
。

山
崎
晋
作 

議
員

『
3. 

定
住
促
進
対
策
事
業
に
つ
い
て
』　

移
住
者
の
50
％
が
定
着
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
I
タ
ー
ン
・
U
タ
ー
ン

者
の
割
合
は
？

定
住
促
進
課
長

I
タ
ー
ン 

40
％
、
U
タ
ー
ン
58
％
。

山
崎
晋
作 

議
員

『
4. 

移
住
体
験
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
』
旅

費
が
出
る
だ
け
で
、
事
業
と
し
て
特
別

な
取
り
組
み
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

旅
費
が
あ
る
だ
け
で
も
来
島
の
ハ
ー
ド
ル

が
下
が
る
効
果
は
あ
る
が
、
よ
り
良
い

移
住
体
験
の
た
め
に
は
中
身
の
充
実
が

必
要
で
は
。

定
住
促
進
課
長　
で
き
る
だ
け
現
地
に

足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
旅
費
を

支
給
し
て
い
る
。
意
見
が
あ
れ
ば
今
後

新
し
い
方
法
で
や
る
こ
と
は
可
能
。

山
崎
晋
作 

議
員　
ど
う
す
れ
ば
移
住

者
が
住
民
と
交
流
で
き
、
移
住
に
対
す

る
判
断
材
料
が
増
え
る
か
を
話
し
合
う

場
を
ぜ
ひ
持
っ
て
欲
し
い
。

定
住
促
進
課
長　
地
元
の
声
を
聞
き
な

が
ら
実
施
し
た
い
。

山
崎
晋
作 

議
員　

 

『
5. 

ジ
ャ
ン
ベ
事
業
に
つ
い
て
』
以
前
の

議
会
で
述
べ
た
が
、
事
業
の
委
託
先
が

島
外
事
業
者
。
村
内
で
活
動
を
続
け

て
く
れ
る
人
た
ち
が
い
て
く
れ
て
初
め
て

「
三
島
村
の
ジ
ャ
ン
ベ
」
と
い
え
る
。
何

度
も
言
っ
て
い
る
が
、
少
し
ず
つ
で
も
事

業
を
島
内
で
で
き
る
よ
う
に
で
き
な
い

か
再
度
検
討
を
し
て
欲
し
い
。

定
住
促
進
課
長
　
地
元
の
意
見
を
聞
い

て
、
進
め
て
い
く
こ
と
は
可
能
。

山
崎
晋
作 

議
員　
以
前
か
ら
議
会
で

度
々
発
言
し
て
い
る
が
、
地
元
関
係
者

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
役
場
か
ら
の
聞
き

取
り
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
し
っ
か
り

行
動
に
移
し
て
ほ
し
い
。

定
住
促
進
課
長　
地
元
の
声
を
聞
き
な

が
ら
実
施
し
た
い
。

山
崎
晋
作 

議
員　

『
6. 

ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
』
観
光
に
対

し
て
の
効
果
が
薄
い
と
感
じ
る
。
教
育
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な
ど
効
果
が
あ
る
分
野
に
注
力
し
た
方

が
良
い
の
で
は
。
観
光
へ
の
効
果
が
わ
か

る
デ
ー
タ
を
示
し
て
欲
し
い
。

定
住
促
進
課
長　
観
光
客
数
は
年
間

１
０
０
０
人
前
後
。
１
０
０
〜
２
０
０
人

増
え
た
が
、
明
ら
か
に
ジ
オ
パー
ク
の
効
果

が
あ
っ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。
住
民
の
皆

さ
ん
を
交
え
た
協
議
会
で
意
見
を
聞
き
な

が
ら
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
。

山
崎
晋
作 

議
員　

『
7. 

道
路
整
備
に
つ
い
て
』
林
道
の
舗
装

化
と
「
美
し
い
森
林
を
守
り
育
て
る
」「
や

さ
し
い
道
路
づ
く
り
」
と
の
整
合
性
は
？

経
済
課
長　
整
備
は
黒
島
が
中
心
で
、

開
設
は
し
て
い
る
が
未
舗
装
の
箇
所
を

舗
装
す
る
。
開
設
済
み
な
の
で
、
森
林

へ
の
影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

山
崎
晋
作 

議
員　
大
雨
が
多
い
の
で
、

舗
装
し
た
際
の
土
砂
崩
れ
な
ど
に
も
配

慮
し
て
ほ
し
い
。

山
崎
晋
作 

議
員

『
8. 

水
産
業
振
興
に
つ
い
て
』
漁
船
で

漁
を
す
る
人
で
生
活
が
で
き
る
ほ
ど
稼

げ
て
い
る
人
は
い
な
い
。
そ
の
中
で
た
だ

維
持
費
の
軽
減
を
し
て
も
産
業
振
興
に

繋
が
ら
な
い
の
で
は
。
水
揚
げ
量
に
応
じ

た
補
助
な
ど
や
り
方
を
考
え
な
け
れ
ば
、

水
産
業
は
伸
び
て
い
か
な
い
と
思
う
。

経
済
課
長　
現
在
は
出
荷
運
賃
の
補
助

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
漁
協
と
も
話
を

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

山
崎
晋
作 

議
員　
運
賃
補
助
は
い
い
の

だ
が
、
漁
船
維
持
費
の
軽
減
と
い
う
計

画
は
例
え
ば
漁
船
の
大
き
さ
に
よ
る
補

助
や
一
律
補
助
な
ど
に
し
て
し
ま
う
と
、

漁
に
行
っ
て
も
行
か
な
く
て
も
支
給
さ

れ
る
。
全
体
と
し
て
、
実
績
を
出
し
て

る
人
に
補
助
さ
れ
る
仕
組
み
が
大
事
だ

と
思
う
。

山
崎
晋
作 

議
員

『
9. 

硫
黄
島
で
の
公
設
民
営
宿
舎
の
整

備
に
つ
い
て
』
コ
ロ
ナ
で
宿
泊
事
業
者
が

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
お
り
、
状

況
が
良
く
な
っ
た
と
し
て
も
回
復
す
る

た
め
に
期
間
が
必
要
。
そ
の
中
で
立
て

る
べ
き
計
画
で
は
な
い
。

定
住
促
進
課
長
　
話
し
合
い
の
場
を
持

ち
地
元
の
方
々
の
意
見
を
聞
い
て
状
況

を
見
な
が
ら
進
め
て
い
く
。
計
画
し
て
い

る
か
ら
と
い
っ
て
、
乱
暴
に
進
め
て
い
く

こ
と
は
し
な
い
。

山
崎
晋
作 

議
員　
案
を
作
る
段
階
で

住
民
の
声
を
聞
く
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
も
し
関
係
者
に
意
見
を
聞
い
て

い
た
ら
、
民
宿
を
作
る
こ
と
に
賛
成
し

て
い
た
だ
ろ
う
か
。
こ
の
状
況
な
ら
絶

対
に
反
対
し
た
と
思
う
。

定
住
促
進
課
長　
２
〜
３
年
前
に
民
宿

の
方
々
と
話
を
し
て
一
定
の
理
解
を
得
て

い
る
が
、
今
経
営
し
て
い
る
皆
さ
ん
に

影
響
を
与
え
な
い
よ
う
、
実
施
の
判
断

も
含
め
て
細
か
く
意
見
を
聞
い
て
進
め

る
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

山
崎
晋
作 

議
員　
コ
ロ
ナ
前
と
今
で
は

大
き
く
状
況
が
変
わ
っ
て
い
る
。
今
回

の
計
画
の
根
拠
と
は
な
ら
な
い
。

山
崎
晋
作 

議
員

『
10. 
特
産
品
開
発
の
体
制
に
つ
い
て
』

産
業
系
施
設
を
N
P
O
や
生
産
者
組
合

な
ど
に
譲
渡
す
る
計
画
が
あ
る
が
、「
特

産
品
は
村
が
主
体
と
な
っ
て
開
発
し
、

施
設
は
譲
渡
す
る
」
で
は
な
く
、
島
の

事
業
者
を
育
て
、
役
場
は
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
べ
き
で
は
。
そ
う
し
な
い
と
長
期

的
発
展
は
見
込
め
な
い
。

定
住
促
進
課
長　
施
設
は
民
間
の
事
業

者
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

公
共
施
設
管
理
計
画
の
中
で
可
能
な
施

設
は
民
間
に
移
し
て
い
っ
て
、
村
の
財
政

負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
い
う
計
画
が
あ

る
の
で
、
そ
の
部
分
を
盛
り
込
ん
だ
。

山
崎
晋
作 

議
員　
施
設
は
民
間
へ
譲
渡

す
る
が
、
行
政
は
別
で
特
産
品
開
発
す

る
、
と
い
う
や
り
方
で
な
く
、
島
の
中

に
事
業
者
を
育
て
、
役
場
は
そ
れ
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
っ
て
欲
し
い
。
役
場
が
主

体
と
な
っ
て
開
発
す
る
必
要
は
な
い
。

山
崎
晋
作 

議
員

『
11. 

デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
に
つ
い
て
』
受

信
機
故
障
時
な
ど
の
対
応
が
遅
い
。
数

ヶ
月
受
信
機
が
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

総
務
課
長　
今
年
度
予
算
で
何
台
か
入

れ
て
い
る
の
で
、
確
認
す
る
。
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山
崎
晋
作 

議
員

『
12. 

三
島
村
が
目
指
す
方
向

に
つ
い
て
』
次
世
代
通
信
網

整
備
に
つ
い
て
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
ま
ず
今
の
環
境
も
十
分
に
活
用
で

き
て
い
な
い
。
行
政
の
業
務
の
効
率
化

な
ど
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
か

ら
進
め
て
欲
し
い
。
全
体
と
し
て
村
の

利
便
性
を
上
げ
る
た
め
の
計
画
が
多
い

が
、
利
便
性
で
本
土
に
は
絶
対
に
勝
て

な
い
。
本
村
の
強
み
は
何
か
を
見
つ
め

直
し
、
伸
ば
し
て
い
か
な
け
れ
ば
人
口

は
増
え
ず
持
続
可
能
に
は
な
ら
な
い
。

総
務
課
長　
高
速
通
信
事
業
に
お
い

て
、
今
年
度
入
れ
替
え
の
時
期
で
も
あ

り
、
国
庫
補
助
金
や
起
債
の
申
請
を
す

る
に
あ
た
り
文
書
化
す
る
こ
と
が
必
要
。

山
崎
晋
作 

議
員

『
13. 

航
空
路
に
つ
い
て
』　
「
自
然
と
航

路
が
要
求
さ
れ
る
時
期
が
必
ず
来
る
こ

と
を
予
定
し
て
、
い
つ
で
も
利
用
可
能

な
状
況
を
維
持
し
て
お
く
」
と
あ
る
が
、

そ
の
根
拠
は
？

定
住
促
進
課
長　
貴
重
な
交
通
手
段
の

一つ
で
あ
る
航
空
路
を
維
持
し
て
い
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
記
載
。

山
崎
晋
作 

議
員
　
以
前
硫
黄
島
に
来

島
さ
れ
た
方
か
ら
、
竹
林
オ
ー
ナ
ー
に

な
る
と
航
空
路
を
島
民
運
賃
で
使
え
る

こ
と
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
ア

イ
デ
ア
を
頂
い
た
。
数
万
円
お
得
に
旅

が
で
き
る
。
た
だ
維
持
す
る
だ
け
で
な

く
、
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

山
崎
晋
作 

議
員

『
14. 
コ
ロ
ナ
感
染
な
ど
緊
急
事
態
発
生

時
の
連
絡
経
路
に
つ
い
て
』
現
状
、
島

内
・
役
場
で
の
連
絡
経
路
に
無
駄
が
多

い
。
迅
速
に
間
違
い
な
く
情
報
共
有
で

き
る
体
制
が
必
要
。
竹
島
消
防
団
で
は

L
I
N
E
を
使
っ
て
連
絡
を
し
て
い
る

が
、
ス
マ
ホ
が
な
く
て
参
加
で
き
な
い
関

係
者
も
い
る
。
看
護
師
の
よ
う
に
出
張

所
長
も
役
場
か
ら
ス
マ
ホ
を
支
給
で
き

な
い
か
。

総
務
課
長　
出
張
所
長
は
業
務
が
多
岐

に
渡
る
が
、
本
庁
職
員
も
自
前
の
ス
マ

ホ
で
対
応
し
て
い
る
事
情
も
あ
る
の
で

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

山
崎
晋
作 

議
員

『
15. 

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
建
設
に
つ
い
て
』　

「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
し
た
計
画
」

と
あ
る
が
、
事
実
で
は
な
い
。（
一
般
質

問
を
参
照
）
給
油
に
関
し
て
安
心
・
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
は
大
事
で
あ
る
が
、

時
代
に
逆
行
し
な
い
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
以
外
の
方
法
を
模
索
す
る
べ
き
。
温

暖
化
問
題
に
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
Y
a
h
o
o
が
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
鹿
児
島
の

大
崎
町
に
４
６
０
０
万
円
寄
付
。
今
後

は
環
境
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
村
の

メ
リ
ッ
ト
に
も
な
っ
て
く
る
。
も
う
一
度

考
え
直
す
べ
き
で
は
。

定
住
促
進
課
長　
持
続
可
能
性
も
視
野

に
入
れ
た
上
で
、
住
民
の
方
々
が
納
得

し
た
上
で
進
め
て
い
き
た
い
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
に
つ
い
て
も
社
会
の
様
子
を
見

な
が
ら
進
め
る
こ
と
は
全
体
の
中
で
考

え
て
い
る
。

山
崎
晋
作 

議
員

『
16. 
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
事
業
に
つ

い
て
』
ど
ん
な
事
業
内
容
か
。

定
住
促
進
課
長　
ソ
フ
ト
事
業
。
集
落

の
方
々
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
や
活
動

に
つ
い
て
ど
ん
な
こ
と
を
求
め
て
い
る
か

話
を
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
内
容
を
詰

め
て
い
き
た
い
。

山
崎
晋
作 

議
員

『
17. 

計
画
策
定
に
お
け
る
住
民
と
の
合

意
形
成
に
つ
い
て
』　

総
務
省
の
資
料
を

見
る
と
、
本
計
画
は
「
多
様
な
地
域
住

民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
活
動
団
体
等
と
共

通
認
識
と
合
意
形
成
を
図
る
」
と
い
う

内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
意
見
を
募
集
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
で
住
民
の
意
見
を
集
め
よ
う
と

し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
突
然
こ
の
よ
う
な

方
法
を
と
っ
て
も
意
見
は
集
ま
ら
な
い
。

ち
ゃ
ん
と
意
見
を
聞
こ
う
と
思
っ
た
ら

今
ま
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
説
明
会
と
い
っ

た
方
法
を
取
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

定
住
促
進
課
長　
各
担
当
課
に
住
民
か

ら
の
声
を
聞
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
を
幅
広
く
挙
げ
て
も
ら
い
、
精

査
し
た
上
で
作
っ
た
。
最
終
的
に
初
め

て
と
な
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
た
が
、
コ
メ
ン
ト
は
な
か
っ
た
。
作
成

の
経
緯
・
内
容
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
と

判
断
し
て
い
る
。
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山
崎
晋
作 

議
員
　
N
P
O
は
私
の
と
こ

ろ
し
か
な
く
、
地
域
の
団
体
の
役
員
も

し
て
い
る
が
、
ど
の
課
か
ら
も
計
画
の
話

を
聞
い
て
い
な
い
。
計
画
の
段
階
で
住
民

と
の
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
て
い
る
の
で
、
問
題
が
あ
る
。
議
会
で

こ
の
案
を
通
し
て
し
ま
え
ば
、
承
認
さ

れ
た
か
ら
と
強
引
に
進
め
ら
れ
て
も
何

も
言
え
な
く
な
る
。
先
に
計
画
を
作
っ

て
、
後
で
話
を
聞
く
か
ら
、
と
い
う
手

法
は
今
後
取
ら
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

定
住
促
進
課
長
　
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
を

実
施
す
る
場
合
に
は
地
元
の
方
々
に
説

明
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
実

際
に
進
め
る
場
合
は
予
算
に
対
し
て
議

会
の
承
認
が
必
要
な
の
で
、
情
報
提
供

を
し
っ
か
り
し
て
い
く
。
計
画
に
盛
り

込
ま
な
い
と
対
応
が
で
き
な
く
な
る
た

め
、
い
ろ
ん
な
事
業
を
想
定
し
て
幅
広

く
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

山
崎
晋
作 

議
員　
幅
広
い
計
画
が
必

要
だ
か
ら
こ
そ
、
案
を
作
る
段
階
で
の

話
し
合
い
が
必
要
。
役
場
に
い
て
は
気

付
か
な
い
こ
と
、ア
イ
デ
ア
も
出
て
く
る
。

後
で
要
望
し
て
も
、「
計
画
に
な
い
か
ら

で
き
な
い
」
と
い
う
事
態
も
起
こ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
国
も
案
を
作
る
段
階
で
住

民
と
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
を
明
記
し

て
る
の
で
は
。
後
で
話
す
つ
も
り
、
と
い

う
や
り
方
を
今
後
は
や
め
て
欲
し
い
。

定
住
促
進
課
長　
更
新
時
期
が
違
う
事

業
が
多
く
あ
っ
た
り
複
雑
な
と
こ
ろ
も

あ
り
、
少
な
い
人
員
で
業
務
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
地
元
の
方
々
の
考
え
を
踏
ま
え

て
や
っ
て
い
け
る
手
法
を
今
後
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

紙
の
資
料
だ
け
送
っ
て
も
意
見
が
出
に

く
い
の
で
、
先
日
行
っ
た
自
然
公
園
の

話
し
合
い
の
よ
う
に
リ
モ
ー
ト
や
、
新

し
く
導
入
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な

ど
も
検
証
し
て
い
き
た
い
。
計
画
に
つ
い

て
は
今
後
見
直
し
も
す
る
。
こ
の
計
画

の
基
と
な
る
法
律
の
有
効
期
間
が
十
年

間
で
あ
り
、
国
勢
調
査
に
合
わ
せ
て
５

年
で
作
成
し
て
い
る
。
情
報
を
も
ら
え

れ
ば
追
加
も
可
能
。

中
原
良
範 

議
員

『
1. 

看
護
師
の
確
保
に
つ
い

て
』　

長
続
き
し
な
い
看
護

師
が
多
い
。
人
選
を
し
っ
か
り
し
て
最

低
２
〜
３
年
続
く
人
材
を
確
保
し
て
欲

し
い
。

民
生
課
長
　
適
性
を
見
て
少
し
で
も
長

く
勤
め
て
も
ら
え
る
方
を
人
選
し
て
い
る

つ
も
り
だ
が
、
短
期
間
で
退
職
さ
れ
る
方

が
お
り
、
住
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
い
る
。
今
後
そ
う
い
っ
た
事
例

が
な
い
よ
う
に
看
護
師
さ
ん
の
意
見
を
伺

っ
た
り
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

中
原
良
範 

議
員

『
2. 

新
船
の
運
航
速
度
に
つ
い
て
』　
フ

ェ
リ
ー
が
新
し
く
な
っ
た
が
、
運
航
時

間
が
変
わ
ら
な
い
か
、
少
し
遅
く
な
っ
て

い
る
。
時
間
短
縮
も
計
画
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
た
の
で
、
対
応
し
て
欲
し
い
。

船
舶
課
長　
運
航
時
間
に
つ
い
て
は
旧

船
と
同
程
度
で
運
航
し
て
い
る
。
気
象

状
況
に
よ
っ
て
は
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す

必
要
が
あ
る
。
エ
ン
ジ
ン
の
回
転
数
を
上

げ
れ
ば
ス
ピ
ー
ド
は
速
く
な
る
が
、
燃

費
が
悪
く
な
る
。
島
間
は
距
離
が
短
い

た
め
回
転
数
を
上
げ
て
も
ス
ピ
ー
ド
は

変
わ
ら
な
い
。
潮
の
流
れ
に
よ
っ
て
は
鹿

児
島
〜
竹
島
間
で
10
分
短
縮
し
て
い
る

こ
と
も
あ
る
。

村
長　
新
船
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
ド
重
視

に
す
る
か
、
離
接
岸
の
機
能
を
特
化
さ

せ
る
か
色
々
議
論
が
あ
っ
た
。
ス
ピ
ー

ド
を
保
っ
た
ま
ま
離
接
岸
の
安
定
性
を

充
実
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
今
の
形

に
な
っ
た
。

中
原
良
範 

議
員

『
3. 

港
の
活
用
に
つ
い
て
』　

財
政
状
況

か
ら
新
し
い
港
は
現
実
的
に
不
可
能
な

の
で
、
今
あ
る
港
を
い
か
に
有
効
に
使

う
か
が
大
事
。
台
風
の
際
な
ど
避
難
が

必
要
だ
が
、
現
在
ど
の
地
区
の
港
も
避

難
港
と
し
て
使
え
な
い
。
以
前
村
長
が

竹
島
の
港
を
避
難
港
に
と
言
っ
て
い
た

が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
硫
黄
島
に
は

火
山
が
あ
る
の
で
、
有
事
の
際
の
避
難

港
と
し
て
も
竹
島
・
黒
島
の
港
は
重
要
。

経
済
課
長　
県
に
話
を
し
て
い
る
。
漁

船
の
デ
ー
タ
収
集
な
ど
を
指
示
さ
れ
て

い
る
。
現
在
竹
島
・
大
里
は
沖
防
波
堤

の
工
事
中
。
国
か
ら
の
交
付
金
が
少
な

く
、
な
か
な
か
事
業
が
進
ん
で
お
ら
ず
、

何
年
か
か
る
か
わ
か
ら
な
い
。
さ
ら
に
既

存
の
防
波
堤
な
ど
の
修
復
も
必
要
で
、

そ
こ
は
国
の
制
度
を
使
っ
て
計
画
に
組

み
込
ん
で
い
る
。



10

山
田
和
広 

議
員

『
1. 

計
画
策
定
に
つ
い
て
』　

少
な
い
人
員
で
大
変
だ
と
思

う
が
、
議
員
と
し
て
承
認
す
る
責
任
が

あ
る
。
予
算
確
保
の
た
め
に
幅
広
く
事

業
を
計
画
し
て
く
れ
て
い
る
の
は
わ
か
る

が
、
や
は
り
事
前
に
住
民
の
意
見
を
聞

い
て
欲
し
い
。

『
2. 

航
路
に
つ
い
て
』　

村
長
が
就
任
当

初
か
ら
進
め
る
１
日
１
便
に
は
賛
成
。

本
村
に
本
土
と
つ
な
が
る
道
路
で
あ
る
。

た
だ
、
竹
島
に
と
っ
て
運
航
時
間
が
長

く
な
る
の
で
反
対
が
多
い
。
黒
島
は
近

く
な
る
の
で
賛
成
が
多
い
。
計
画
が
全

て
で
な
く
、
反
省
点
を
踏
ま
え
て
実
行

し
て
い
く
が
、
計
画
が
な
い
と
先
に
進
め

な
い
の
で
組
み
込
ん
で
あ
る
と
私
は
理

解
し
て
い
る
。

村
長　
１
日
１
便
を
公
約
と
し
て
当
選

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
課
題
も
あ
る
が
１

日
１
便
に
な
っ
て
便
利
に
な
っ
た
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
。
観
光
面

で
の
要
望
も
あ
る
の
で
、
日
帰
り
便
で

黒
島
〜
硫
黄
島
〜
竹
島
と
い
う
逆
便
も

で
き
な
い
か
国
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

枕
崎
航
路
は
枕
崎
市
長
、
漁
協
を
含
め

て
前
向
き
な
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

１
泊
２
日
航
海
を
枕
崎
航
路
に
で
き
れ

ば
週
６
便
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

就
航
率
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
が
、
沖

防
波
堤
の
ケ
ー
ソ
ン
１
つ
を
設
置
す
る
の

に
６
億
円
必
要
。
現
在
本
村
の
港
湾
事

業
費
が
１
年
で
３
億
円
。
竹
島
だ
け
で

５
〜
６
つ
設
置
し
な
い
と
い
け
な
い
。
何

十
年
と
か
か
る
。
少
し
で
も
接
岸
で
き

る
よ
う
に
操
船
技
術
の
指
導
も
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
硫
黄
島
は
港
の
整
備
が

進
ん
で
お
り
、黒
島
は
２
つ
港
が
あ
る
が
、

問
題
は
竹
島
。
村
の
予
算
で
は
厳
し
い

の
で
、
水
産
庁
の
予
算
で
漁
港
、
避
難

港
に
で
き
な
い
か
打
診
を
し
て
い
る
。

日
髙
重
行 
議
員

『
土
地
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
』　

計
画
に
追
加
す
べ
き
だ

と
思
う
。
現
在
は
定
住
者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
に
く
い
状
況
。
地
籍
調
査
と
同
時
で

地
図
作
成
も
期
待
し
て
い
た
。
水
道
事

業
が
特
別
会
計
に
な
り
地
区
に
委
託
が

き
た
が
、
地
図
が
非
常
に
見
に
く
か
っ
た
。

何
か
始
め
る
時
に
基
本
情
報
と
な
る
の
で

整
備
す
べ
き
で
は
。

村
長　
定
住
を
進
め
る
中
で
重
要
な
こ

と
な
の
で
、今
後
計
画
に
盛
り
込
み
た
い
。

経
済
課
長　
地
籍
調
査
の
事
業
で
は
地

籍
地
図
ま
で
作
れ
な
い
が
わ
か
り
に
く

い
。
管
内
図
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
有

効
活
用
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

定
住
促
進
課
長　
住
宅
地
図
に
つ
い
て

も
、
要
望
が
あ
れ
ば
担
当
課
に
上
げ
て

も
ら
い
、
試
算
な
ど
を
し
て
議
会
で
承

認
さ
れ
れ
ば
実
行
可
能
。
で
き
る
だ
け

対
応
し
た
い
の
で
、
情
報
・
要
望
が
あ

れ
ば
日
頃
か
ら
い
た
だ
き
た
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
討
論
】

[

反
対] 

山
崎
晋
作 

議
員　
議
員
の
質

疑
に
明
確
な
答
弁
が
な
い
ま
ま
議
決
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
在
入
居
中
の

住
宅
で
月
１
０
０
０
〜
２
０
０
０
円
上

が
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

水
道
料
金
も
上
が
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
月

に
そ
れ
だ
け
上
が
る
の
は
負
担
が
大
き

い
。
今
ま
で
不
明
確
な
部
分
だ
っ
た
整

理
さ
れ
る
こ
と
は
大
事
な
の
で
、
修
正

し
て
ま
た
議
案
に
あ
げ
て
欲
し
い
。

[

賛
成] 

日
髙
重
行 

議
員　
「
必
要
な
情

報
は
規
則
で
定
め
る
」
と
あ
る
が
、
定

め
る
際
に
都
度
議
会
へ
報
告
し
、
議
会

の
議
決
を
必
要
と
す
る
形
な
ら
賛
成
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
質
疑
】

山
田
和
広 

議
員　

『
村
営
住
宅
で
の
ペ
ッ
ト
飼

育
に
つ
い
て
』　

匂
い
な
ど

住
宅
へ
の
影
響
が
大
き
い
が
、
責
任
を
負

わ
ず
に
退
去
し
て
い
く
人
が
多
い
。
借

り
て
る
家
で
あ
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
代
も

村
が
負
担
す
る
の
で
、
入
居
時
・
退
去

時
に
も
っ
と
厳
し
く
対
応
す
べ
き
で
は
。

議
案
第
24
号

村
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例

［条約制定］
………………………………………………… 

【概要】　・村営住宅に関する条例の制定
　主な内容
　・改修した場合の賃料の値上げ
　・ハウスシェアとして使用できる
…………………………………………………

【討論】　あり
…………………………………………………

【議決・採決】　< 否決 >　賛成 2　反対 3　
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定
住
促
進
課
長
　
今
回
ペ
ッ
ト
の
影
響
に

よ
る
修
繕
は
入
居
者
負
担
で
あ
る
こ
と
・

犬
猫
以
外
は
飼
育
で
き
な
い
こ
と
（
村
長

の
許
可
が
あ
っ
た
場
合
は
可
）
を
明
記
し

た
。
た
だ
現
在
す
で
に
飼
育
し
て
い
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
都
度
動
物
愛
護
の
観
点

も
踏
ま
え
て
慎
重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

中
原
良
範 

議
員

『
住
宅
の
明
渡
し
に
つ
い
て
』　

条
例
内
で
入
居
時
や
明
渡
し

（
強
制
退
去
）
に
つ
い
て
毎
年
の
収
入
の

申
告
・
税
金
や
家
賃
の
滞
納
な
ど
が
書

か
れ
て
い
る
が
、
違
反
者
に
対
し
て
し
っ

か
り
対
応
で
き
る
の
か
。

定
住
促
進
課
長　
条
例
に
明
記
し
た
の

で
、
今
後
入
居
時
に
し
っ
か
り
審
査
し
た

い
。
現
在
入
居
中
の
滞
納
者
は
新
し
い

条
例
に
つ
い
て
情
報
を
伝
え
、
説
明
し
な

が
ら
回
収
し
て
い
く
。
正
当
な
理
由
な
く

１
ヶ
月
以
上
村
営
住
宅
を
空
け
る
場
合

は
明
渡
し
の
請
求
を
し
て
い
く
。
収
入
が

な
い
場
合
、
福
祉
の
観
点
か
ら
の
フ
ォ
ロ

ー
も
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
。

谷
口
伸
二 

議
員

『
改
修
費
に
つ
い
て
』　

経
年

劣
化
に
よ
る
改
修
は
家
主
（
役
場
）
が
負

担
す
る
と
借
家
法
で
決
ま
っ
て
い
る
。
改

修
費
に
応
じ
た
家
賃
の
値
上
げ
は
経
年
劣

化
分
も
借
主
に
負
担
を
強
い
る
も
の
で
は

な
い
か
。
コ
ロ
ナ
の
打
撃
も
あ
る
中
で
家

賃
値
上
げ
は
住
民
生
活
に
も
影
響
を
与
え

る
の
で
は
。

定
住
促
進
課
長　
今
ま
で
も
家
賃
の
見

直
し
は
可
能
だ
っ
た
が
、
変
更
し
て
こ
な

か
っ
た
。
物
価
の
上
昇
や
財
源
不
足
な

ど
の
課
題
も
あ
る
の
で
、
大
き
く
リ
フ
ォ

ー
ム
し
た
物
件
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
負

担
し
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
た
。

今
値
上
げ
に
該
当
す
る
方
は
そ
れ
程

い
な
い
。
現
在
竹
島
で
改
修
中
の
住

宅
は
７
５
０
万
円
ほ
ど
で
、
新
た
な

入
居
者
に
は
新
料
金
が
適
用
さ
れ
る
。

１
５
０
万
以
下
の
改
修
は
経
年
劣
化
に

当
た
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
値
上
が
り

し
な
い
設
定
に
し
て
い
る
。

大
き
な
金
額
で
改
修
し
た
物
件
は
修
繕

だ
け
で
な
く
機
能
向
上
の
工
事
も
行
っ
て

い
る
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
家

賃
に
つ
い
て
色
々
な
意
見
を
頂
い
て
い
る
。

谷
口
伸
二 

議
員　
今
住
ん
で
い
る
人
の

物
件
を
大
き
く
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
時
に
、

本
人
が
納
得
し
て
い
れ
ば
い
い
が
、
そ
う

じ
ゃ
な
い
場
合
、
勝
手
に
改
修
し
て
値

上
が
り
す
る
、
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。

定
住
促
進
課
長　
そ
う
し
た
ケ
ー
ス
が

あ
れ
ば
、
経
年
劣
化
部
分
と
区
別
し
て
、

借
家
法
に
問
題
な
い
よ
う
に
対
応
し
た

い
。
家
賃
の
値
上
げ
は
新
た
に
借
り
た
人

と
い
う
文
言
も
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
う
。

谷
口
伸
二 

議
員　
そ
う
で
あ
れ
ば
問
題

な
い
。

定
住
促
進
課
長　
家
賃
の
変
更
に
つ
い

て
は
他
の
自
治
体
の
例
を
見
て
も
問
題

な
い
と
考
え
る
。

山
崎
晋
作 

議
員　

『
入
居
で
き
る
条
件
と
強

制
退
去
の
条
件
に
つ
い
て
』　

入
居
時
の
条
件
と
強
制
退
去
の
条
件
が

違
っ
て
い
る
が
、
す
で
に
入
居
し
て
い
る

人
が
入
居
時
の
条
件
に
違
反
し
た
場
合

（
毎
年
収
入
の
申
告
を
行
う
、
税
金
の

滞
納
を
し
な
い
、
な
ど
）
は
強
制
退
去

の
対
象
と
は
な
ら
な
い
の
か
？

定
住
促
進
課
長　
遵
守
で
き
な
い
場
合

は
強
制
退
去
の
対
象
と
な
る
。

山
崎
晋
作 

議
員　

『
現
在
入
居
中
の
住
宅
の
値
上
が
り
に
つ

い
て
』　

今
回
の
条
例
改
正
で
建
築
年

度
に
よ
る
家
賃
基
本
料
が
明
記
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
現
在

入
居
中
の
住
民
で
家
賃
が
変
動
す
る
方

が
い
る
か
。

定
住
促
進
課
長　
若
干
名
い
ら
っ
し
ゃ

る
。
１
０
０
０
〜
２
０
０
０
円
上
が
る

方
も
い
る
の
で
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い
き

た
い
。
そ
れ
か
、
新
た
に
入
居
し
た
人

に
限
る
よ
う
に
す
る
か
、
で
す
ね
。

山
崎
晋
作 

議
員　

『
建
築
年
度
ご
と
の
家
賃
基
本
料
設
定
に

つ
い
て
』　

平
成
20
年
度
以
降
に
建
て
ら

れ
た
住
宅
は
基
本
料
が
同
じ
に
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
か
ら
で
き
る
新
築
物
件
と
、

10
年
以
上
前
に
建
て
ら
れ
た
物
件
の
家

賃
が
同
じ
な
の
は
公
平
で
な
い
の
で
は
。

定
住
促
進
課
長

現
在
の
家
賃
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
よ
う

設
定
し
て
い
る
。
今
回
の
改
正
で
あ
ま
り
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変
動
が
な
い
よ
う
に
し
、
物
価
の
上
昇
な

ど
変
更
す
る
必
要
が
あ
れ
ば
住
民
へ
十
分

な
説
明
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

山
崎
晋
作 
議
員　

『
改
修
後
の
家
賃
基
本
料
に

つ
い
て
』　

改
修
し
て
家
賃

が
上
が
っ
た
物
件
を
再
度
改
修
す
る
場

合
、
基
本
料
金
は
ど
う
な
る
か
。

定
住
促
進
課
長　
１
回
目
の
改
修
後
の

新
し
い
基
本
料
が
ベ
ー
ス
と
な
り
、
２
回

目
の
改
修
費
用
に
よ
り
再
度
値
上
が
り

す
る
。

【
質
疑
】

山
崎
晋
作 

議
員

『
条
例
改
正
に
よ
る
具
体
的
な
変
化
に
つ

い
て
』

総
務
課
長

国
の
法
律
改
正
に
合
わ
せ
た
条
例
改
正

と
な
る
が
、
本
村
に
は
大
き
な
影
響
・

変
化
は
な
い
改
正
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
討
論
】

［
反
対
］
山
崎
晋
作 

議
員　
宿
泊
施
設

に
関
し
て
村
長
か
ら
も
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
述
べ
て
い
た
の
は
あ
く
ま
で
コ
ロ
ナ

前
の
状
況
。
住
民
と
も
話
し
合
い
を
し
、

そ
こ
で
必
要
だ
と
合
意
形
成
が
で
き
れ

ば
そ
の
時
に
改
め
て
予
算
を
組
み
、
議

会
に
承
認
を
得
る
べ
き
。
泊
ま
れ
な
い

お
客
さ
ん
が
相
当
数
い
る
、
と
い
う
曖

昧
な
表
現
で
具
体
的
な
根
拠
も
全
く
出

て
こ
な
い
。

硫
黄
島
は
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
導
入
も

あ
り
宿
泊
で
き
る
人
数
は
増
え
て
い
る
は

ず
。
デ
ー
タ
と
し
て
根
拠
が
あ
れ
ば
関
係

者
の
理
解
も
得
ら
れ
や
す
い
し
、
宿
の
規

模
な
ど
計
画
も
た
て
や
す
い
。
旧
み
ゆ
き

荘
の
調
査
費
の
修
正
を
求
め
る
。

［
賛
成
］
日
髙
重
行 

議
員　
今
回
の
補

正
予
算
の
議
決
が
遅
れ
る
と
、
黒
島
の

中
里
線
の
工
事
な
ど
緊
急
性
の
あ
る
事

業
に
支
障
が
あ
る
の
で
賛
成
す
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
質
疑
】

山
崎
晋
作 

議
員

『
1. 

説
明
欄
の
内
容
が
不
十

分
』

総
務
課
長　
説
明
を
詳
し
く
記
載
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
不
明
点
に
つ
い
て
は
連

絡
を
も
ら
え
れ
ば
事
前
に
回
答
す
る
。

山
崎
晋
作 

議
員　
詳
細
に
説
明
を
記

載
す
る
必
要
は
な
い
が
、「
工
事
請
負
費
」

議
案
第
25
号

三
島
村
固
定
資
産
評
価
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
26
号

三
島
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

議
案
第
27
号

令
和
３
年
度
三
島
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

［補正予算］
………………………………………………………………… 

【概要】　< 補正額：+4351 万円 >
財源内訳

・依存財源 1982 万円（国や県から・村債）
・自主財源 2369 万円（令和 2 年度からの繰越金・諸収入）
主な使い道

・片泊 昭和建設の建屋内処理　90 万円
・財政調整基金 積立金　1200 万円（繰越金の 1/2 相当）
・公用車・硫黄島体育館 修繕費　170 万円
・片泊 海底ケーブル補修費　118 万円
・戸籍住民基本台帳 機器保守点検・備品　107 万円
・コロナ関連 生活困窮者自立支援金　24 万円
・コロナ関連 子育て世代生活支援特別給付金　35 万円
・子育て関連施設利用の給付金　15 万円
・コロナ関連 ワクチン接種　113 万円
・コロナ関連 ワクチン接種（12 〜 16 歳分）　119 万円
・硫黄島の旧みゆき荘 検査手数料　100 万円
・坂本温泉の石撤去　100 万円
・通学路の木の伐採　50 万円（飛行場修繕の予算を組
み替え）

・村営住宅補修　100 万円
・テレワークに伴う PC・タブレット購入　206 万円
・道路復旧（黒島 中里線）　2100 万円
・その他報酬の不要額や行事中止など　△ 296 万円
…………………………………………………………………

【討論】あり（右記の通り）
…………………………………………………………………

【議決・採決】　賛成 4　反対 1

［条約改正］
…………………………………………………… 

【概要】　
・「署名押印しなければならない」旨の削除
……………………………………………………

【討論】なし
……………………………………………………

【議決・採決】　賛成 5　反対 0
……………………………………………………

【質疑】　なし

［条約改正］
…………………………………… 

【概要】　
・国の法律改正に対応した条例
の改正
……………………………………

【討論】なし
……………………………………

【議決・採決】　賛成 5　反対 0
（専決処分）



13

の
説
明
が
「
工
事
請
負
費
」
と
い
っ
た

書
き
方
は
内
容
が
わ
か
ら
な
い
の
で
や
め

て
ほ
し
い
。

総
務
課
長　
次
回
か
ら
改
善
し
て
い
き

た
い
。

山
崎
晋
作 

議
員
　

『
2. 

コ
ロ
ナ
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金

の
該
当
者
数
は
？
』

民
生
課
長
　
今
の
と
こ
ろ
は
い
な
い
。
コ

ロ
ナ
に
よ
り
生
活
が
困
窮
し
た
場
合
の
貸

付
制
度
の
た
め
に
準
備
し
て
い
る
予
算
。

山
崎
晋
作 

議
員　

『
3. 

子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給

付
金
と
は
何
か
？
』

民
生
課
長　
里
帰
り
出
産
時
に
一
時
的

に
本
土
の
幼
稚
園
等
に
入
園
す
る
場
合

に
給
付
す
る
予
算
。
1  が
国
・
1  が
県
、

村
の
出
費
が
1  と
な
る
。

山
崎
晋
作 

議
員

『
4. 

旧
み
ゆ
き
荘
に
か
か
る
手
数
料

１
０
０
万
円
と
は
？
』

定
住
促
進
課
長　
施
設
の
耐
久
性
な
ど

を
調
査
す
る
た
め
の
手
数
料
。

山
崎
晋
作 

議
員　
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
の
中
で
こ
の
物
件
を
使
っ
た

宿
の
計
画
が
あ
り
、「
住
民
と
話
を
し
て

進
め
る
か
ど
う
か
決
め
る
、
強
引
に
進

め
る
こ
と
は
な
い
」
と
答
弁
さ
れ
て
い
た

が
、
予
算
を
と
っ
て
実
際
に
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
。
答
弁
の
整
合
性
が
な
い

と
思
わ
れ
る
が
い
か
が
か
。

定
住
促
進
課
長　
村
有
施
設
な
の
で
、

撤
去
の
必
要
性
も
含
め
て
耐
久
性
を
把

握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
最

低
限
の
調
査
が
必
要
。

山
崎
晋
作 

議
員　
物
件
購
入
時
、
最

低
限
の
調
査
は
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

先
に
住
民
の
声
を
聞
い
て
用
途
が
絞
れ

て
い
れ
ば
、
調
査
内
容
も
か
か
る
費
用

も
変
わ
っ
て
き
た
の
で
は
？
不
誠
実
な

進
め
方
だ
と
感
じ
る
。

定
住
促
進
課
長　
購
入
し
た
部
分
は
調

査
済
み
で
、
今
回
調
査
す
る
の
は
村
に
返

却
し
て
も
ら
っ
た
部
分
。
民
宿
以
外
に
も

若
者
活
動
支
援
施
設
や
住
宅
な
ど
有
効

活
用
方
法
を
役
場
内
で
検
討
し
て
い
る
。

住
民
の
意
向
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

村
長　
人
口
増
加
に
は
雇
用
の
確
保
が

必
要
で
、
そ
の
た
め
の
観
光
振
興
で
宿

泊
施
設
の
不
足
が
最
大
の
ネ
ッ
ク
。
年

間
で
ど
の
位
お
客
さ
ん
を
断
っ
て
い
る
か

民
宿
事
業
者
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
相
当

数
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。「
１
日
１

便
な
い
し
、
三
島
村
に
行
く
の
は
厳
し

い
ね
」
と
い
う
意
見
が
届
い
た
こ
と
も

あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
状
況
だ
が
、

宿
泊
施
設
の
確
保
は
課
題
。
民
業
を
圧

迫
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
理
解
し
て
い

る
が
、
し
っ
か
り
と
住
民
説
明
を
し
て

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
財
源
確
保
も

含
め
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

議
案
第
28
号

令
和
３
年
度
三
島
村
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
29
号

令
和
３
年
度
三
島
村
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
30
号

令
和
３
年
度
三
島
村
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

［補正予算］
…………………………………… 

【概要】・< 補正額：+46 万円 >　
財源内訳

・自主財源 46 万円（繰越金）
主な使い道

・準備基金に積立　22 万円
・予備費　23 万円
……………………………………

【討論】なし
……………………………………

【議決・採決】　賛成 5　反対 0
……………………………………

【質疑】なし

［補正予算］
………………………………………… 

【概要】< 補正額：+321 万円 >
財源内訳

・自主財源 321 万円（繰越金）
主な使い道

・介護給付費基金に積立　128 万円
・償還金　170 万円
・予備費　22 万円
…………………………………………

【討論】なし
…………………………………………

【議決・採決】　賛成 5　反対 0
…………………………………………

【質疑】なし

［補正予算］
…………………………………… 

【概要】< 補正額：+156 万円 >
財源内訳

・自主財源 156 万円（繰越金）
主な使い道

・予備費　156 万円
……………………………………

【討論】なし
……………………………………

【議決・採決】　賛成 5　反対 0
……………………………………

【質疑】なし



歳入

A

BA

B

C

自
主
財
源

依
存
財
源

船舶交通事業 船舶交通事業合計：3億9012万円 合計：8億1458万円

C

A

B

歳出

A 船舶交通事業収入
 1億1812万円
B 繰入金　158万円
C 諸収入　240万円
D 繰越金　7750万円

A 船舶交通事業費
 7億9787万円
B 公債費　1670万円

A 国庫支出金  1億8529万円
B 県支出金　146万円
C 運賃割引収入　375万円

D

歳入

A B

A

B
C

自
主
財
源

依
存
財
源

国民健康保険 合計：6746万円 国民健康保険 合計：6700万円

C

A

B
歳出

DE A 総務費　145万円
B 保険給付費　3771万円
C 国民健康保険事業費
 納付金　2764万円
D 保険事業費　19万円
E 基金積立金　0.1万円

A 国民健康保険税   1206万円
B 財産収入   0.1万円
C 繰入金   818万円
D 繰越金   121万円
E 諸収入   220万円
A 国庫支出金   33万円
B 県支出金   4346万円

D
E
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【
質
疑
】

山
崎
晋
作 

議
員

『
1. 

条
件
付
き
航
海
な
ど
の

デ
ー
タ
に
つ
い
て
』
就
航
率

だ
け
で
な
く
条
件
付
き
航
海
な
ど
の
デ

ー
タ
も
提
示
し
て
欲
し
い
。

船
舶
課
長

説
明
資
料
に
添
付
す
る
よ
う
に
す
る
。

山
崎
晋
作 

議
員

『
2. 

害
虫
駆
除
に
つ
い
て
』

６
万
９
０
０
０
円
の
予
算
に
対
し
て

３
０
０
０
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
理
由
は
？

船
舶
課
長　
旧
船
フ
ェ
リ
ー
の
管
理
費

用
が
こ
の
部
分
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。

山
崎
晋
作 

議
員　
説
明
欄
に
一
言
説
明

が
あ
る
と
わ
か
り
や
す
い
。

中
原
良
範 

議
員　

『
燃
料
費
に
つ
い
て
』　

航
海

数
が
減
っ
て
い
る
が
、
燃
料

費
が
増
え
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

船
舶
課
長　
燃
料
代
の
単
価
上
昇
に
よ

る
も
の
。

【
質
疑
】

山
崎
晋
作 

議
員　

『
1. 

未
納
金
に
つ
い
て
』

議
案
第
31
号

令
和
３
年
度
三
島
村
特
産
品
焼
酎
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

認
定
第
1
号

令
和
２
年
度
三
島
村
船
舶
交
通
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

認
定
第
２
号

令
和
２
年
度
三
島
村
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

［補正予算］
…………………………………… 

【概要】< 補正額：+248 万円 >
財源内訳

・自主財源 248 万円（繰越金）
主な使い道

・予備費　248 万円
……………………………………

【討論】なし
……………………………………

【議決・採決】　賛成 5　反対 0
……………………………………

【質疑】なし

［決算認定］
……………………… 

【概要】下表参照
………………………

【討論】なし
………………………

【議決・採決】
　賛成 5　反対 0

［決算認定］
……………………… 

【概要】下表の通り
………………………

【討論】なし
………………………

【議決・採決】
　賛成 5　反対 0



歳入

A

A

B
C

C 自
主
財
源

依
存
財
源

介護保険(介護保険事業分) 合計：4222万円 介護保険(介護保険事業分) 合計：3798万円

C A

B

歳出

DEA 保険料　509万円
B 財産収入　0.2万円
C 繰入金　551万円
D 繰越金　519万円
E 諸収入　65円

A 総務費　113万円
B 保険給付費　3343万円
C 基金積立金　0.2万円
D 地域支援事業費 　34万円
E 諸支出金　307万円

A 国庫支出金　1164万円
B 支払基金交付金   937万円
C 県支出金　541万円

D
E

B

歳入

自
主
財
源

介護保険(サービス事業分) 介護保険(サービス事業分)合計：130万円 合計：108万円

A

歳出

A サービス収入 34万円
B 繰入金 95万円
C 繰越金　　　　0.9万円

A 総務費　108万円

A

B

C
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不
足
分
を
補
う
た
め
の
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
が
約
２
４
０
万
円
。
未
納

が
現
年
度
で
約
50
万
、
繰
越
分
が
約

１
０
０
万
円
と
か
な
り
大
き
い
金
額
。

し
っ
か
り
回
収
し
て
欲
し
い
。

総
務
課
長　
収
納
率
1
0
0
%
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

山
崎
晋
作 

議
員

『
2. 

健
康
診
断
の
受
診
率
は
？
』

民
生
課
長　
7
8
.
4
%
。
個
別
受
診

に
変
更
し
、
受
診
率
が
上
が
っ
た
。

山
崎
晋
作 

議
員　
竹
島
の
看
護
師
２

名
の
う
ち
１
名
が
引
き
継
ぎ
が
不
十
分

な
ま
ま
退
職
さ
れ
た
よ
う
で
、
残
っ
た

１
名
が
大
変
そ
う
で
あ
っ
た
。

予
約
制
自
体
が
導
入
さ
れ
た
ば
か
り
で

最
初
は
ス
ム
ー
ズ
に
は
い
か
な
い
と
思
う

が
、
今
後
も
看
護
師
が
入
れ
替
わ
る
こ

と
は
想
定
で
き
る
の
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
。

民
生
課
長　
業
務
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、

入
れ
替
わ
り
が
あ
っ
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
引

き
継
ぎ
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。

【
質
疑
】

山
崎
晋
作 

議
員
　
基
金
の

取
り
崩
し
が
多
く
、
続
け
て

い
け
ば
財
政
が
厳
し
く
な
る

が
、
今
後
の
見
通
し
は
？

民
生
課
長　
要
介
護
者
の
重
症
化
が
進

ん
で
お
り
令
和
２
年
３
月
の
17
名
か
ら

令
和
３
年
９
月
時
点
で
23
名
に
な
っ
て

い
る
。
給
付
費
も
年
々
増
加
し
て
い
る

た
め
、
３
年
ご
と
に
保
険
料
の
見
直
し

も
し
て
い
る
。
重
症
化
を
防
ぐ
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
財
政
的
に
は
厳

し
い
状
況
。

認
定
第
３
号

令
和
２
年
度
三
島
村
介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

［決算認定］
……………………… 

【概要】下表の通り
………………………

【討論】なし
………………………

【議決・採決】
　賛成 5　反対 0



歳入

自
主
財
源

介護保険(サービス事業分) 介護保険(サービス事業分)合計：130万円 合計：108万円

A

歳出

A サービス収入 34万円
B 繰入金 95万円
C 繰越金　　　　0.9万円

A 総務費　108万円

A

B

C

歳入
A

B

A

C

自
主
財
源

依
存
財
源

特産品焼酎事業 特産品焼酎事業合計：2900万円 合計：2652万円

A

歳出

A 焼酎事業収入 1080万円
B 繰入金 903万円
C 諸収入 41万円
D 繰越金 412万円

A 焼酎製造事業費   2652万円

A 県支出金 463万円

D
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【
質
疑
】 

山
崎
晋
作 
議
員

『
1. 
人
件
費
に
つ
い
て
』

営
業
担
当
の
人
件
費
は
ど
の

項
目
に
含
ま
れ
て
い
る
か
。

定
住
促
進
課
長　
営
業
担
当
が
入
っ
た

の
が
昨
年
12
月
く
ら
い
か
ら
。

山
崎
晋
作 

議
員　
12
月
で
あ
れ
ば
ど
こ

か
に
計
上
さ
れ
て
い
る
は
ず
な
の
で
、
そ

の
項
目
を
教
え
て
欲
し
い
。

定
住
促
進
課
長　
令
和
２
年
度
は
企
画

（
一
般
会
計
・
定
住
促
進
課
）
に
入
っ

て
い
る
が
、
令
和
３
年
度
は
焼
酎
の
特

別
会
計
で
計
上
す
る
。
透
明
性
を
高
め

て
や
っ
て
い
く
。

山
崎
晋
作 

議
員

『
2. 

人
材
確
保
に
つ
い
て
』　

焼
酎
事
業

が
赤
字
で
あ
る
１
番
の
問
題
は
、
経
営

陣
に
あ
た
る
の
が
役
場
職
員
で
あ
る
こ

と
。
成
功
し
て
も
失
敗
し
て
も
自
分
の

懐
が
痛
ま
な
い
環
境
で
は
経
営
能
力
を

養
え
な
い
。

以
前
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
関
連
の

活
用
も
進
言
し
て
い
る
が
、
特
別
交
付

税
な
の
で
実
際
に
予
定
し
て
い
る
予
算

が
入
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
積
極
的
に

活
用
し
な
い
方
針
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
総
務
省
に
よ
る
と
他
の
事
業
な

ら
申
請
し
て
も
50
％
以
上
減
ら
さ
れ
る
と

こ
ろ
、
協
力
隊
関
連
は
基
本
的
に
１
０
０

％
の
措
置
率
の
か
な
り
有
利
な
制
度
と
の

こ
と
。
専
門
的
な
経
験
を
持
っ
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
対
象
と
し
た
制

度
も
あ
る
の
で
、
適
し
た
人
材
を
確
保
し

て
黒
字
化
を
目
指
し
て
欲
し
い
。

定
住
促
進
課
長　
協
力
隊
は
硫
黄
島
に

１
名
入
れ
る
予
定
。
積
極
的
に
活
用
し

て
い
き
た
い
。

焼
酎
事
業
は
現
在
い
る
専
門
性
を
持
っ

［決算認定］
……………………… 

【概要】上表の通り
………………………

【討論】なし
………………………

【議決・採決】
　賛成 5　反対 0
………………………

【質疑】なし

［決算認定］
……………………… 

【概要】下表の通り
………………………

【討論】なし
………………………

【議決・採決】
　賛成 5　反対 0

認
定
第
４
号

令
和
２
年
度
三
島
村
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

認
定
第
５
号

令
和
２
年
度
三
島
村
特
産
品
焼
酎
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定



自
主
財
源

依
存
財
源

明許繰越 合計：9726万円 明許繰越 合計：9726万円

歳入

A 国庫支出金　4817万円
B 村債　4080万円  

A

A
B

A 繰越金　829万円
A 総務管理費　7563万円
B 商工費　132万円
C 土木費　2030万円

C

A

B 歳出
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た
営
業
担
当
を
中
心
に
や
っ
て
い
る
の

で
、
今
は
こ
の
体
制
で
進
め
て
い
く
。

総
務
課
長　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
特

別
交
付
税
）
に
つ
い
て
有
益
な
情
報
が

あ
れ
ば
詳
し
く
教
え
て
欲
し
い
。

村
長　
必
要
経
費
を
賄
え
れ
ば
利
益
を

出
す
必
要
は
な
い
。
職
員
一
丸
と
な
っ
て

頑
張
っ
て
い
る
。（
難
し
い
酒
税
免
許
を

と
っ
た
経
緯
〜
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
の

説
明
〜
）特
別
交
付
税
は
知
事
の
裁
量
、

判
断
。
訴
え
て
い
く
の
が
村
長
と
し
て

の
大
き
な
役
割
。（
災
害
に
対
し
て
の
特

別
交
付
税
に
つ
い
て
の
説
明
）

山
崎
晋
作 

議
員　
直
接
的
な
生
産
以

外
に
も
、
W
e
b
デ
ザ
イ
ン
、
動
画
制

作
な
ど
付
随
し
た
業
務
が
あ
る
が
、
島

内
で
で
き
れ
ば
雇
用
確
保
に
つ
な
が
る
。

議
会
・
村
民
も
含
め
村
全
体
で
黒
字
化

に
取
り
組
め
れ
ば
と
思
う
。

定
住
促
進
課
長　
W
e
b
デ
ザ
イ
ン
は

島
内
の
事
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。

山
崎
晋
作 

議
員

『
3. 

職
員
の
焼
酎
購
入
に
つ
い
て
』
職

員
の
焼
酎
購
入
額
が
年
々
上
が
っ
て
い
る

が
、
売
上
を
上
げ
る
た
め
の
圧
力
が
か
か

っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
。
自
爆

営
業
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

定
住
促
進
課
長　
事
業
を
支
え
る
た
め

に
自
宅
用
・
贈
答
用
な
ど
で
全
職
員
協

力
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、強
制
は
な
い
。

中
原
良
範 

議
員　

『
焼
酎
の
在
庫
に
つ
い
て
』

現
在
の
在
庫
９
５
０
０
本
と

今
年
度
の
生
産
分
８
０
０
０
本
を
販
売

で
き
る
の
か
。
販
売
状
況
に
応
じ
て
生

産
量
を
調
整
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
。

定
住
促
進
課
長　
貯
蔵
甕
が
20
本
し
か

な
い
の
で
、
そ
の
中
で
需
給
を
見
な
が
ら

調
整
を
し
て
進
め
て
い
く
予
定
。
さ
つ
ま

い
も
の
病
気
な
ど
で
生
産
数
は
も
う
少

し
減
る
見
込
み
。

山
田
和
広 

議
員

『
小
さ
い
記
念
ボ
ト
ル
に
つ

い
て
』　

お
土
産
な
ど
に
買

い
た
い
と
好
評
だ
っ
た
。
手
軽
な
大
き

さ
、
金
額
の
小
さ
い
ボ
ト
ル
は
販
売
し

や
す
い
の
で
は
。
他
に
も
住
民
の
声
を

聞
い
て
み
て
は
。

定
住
促
進
課
長　
採
算
性
を
計
算
し
、

担
当
と
協
議
す
る
。

【
質
疑
】 

山
﨑
晋
作 

議
員

『
本
庁
舎
の
耐
震
審
査
に
つ

い
て
』

総
務
課
長　
２・
３
階
部
分
は
大
規

模
地
震
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
可
能
性

が
あ
る
と
の
診
断
結
果
。
本
庁
舎
の

構
造
上
、
外
部
か
ら
の
補
強
が
難
し

く
、
内
側
に
補
強
材
を
設
置
す
る
必

［決算認定］
……………………… 

【概要】下表の通り
………………………

【討論】なし
………………………

【議決・採決】
　賛成 5　反対 0

認
定
第
６
号

令
和
２
年
度
三
島
村
明
許
繰
越
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定



総務課A

B

CD EFGHI

A 議会費   3541万円
B 一般管理費   2億2093万円
C 財産管理費   3095万円
D 庁舎 及び 公共施設等
　　維持運営費   4556万円
E 高速通信事業費   2322万円
F ふるさと納税事業費   786万円
G 徴税費   100万円

      
H 選挙費   20万円
I 県知事選挙費 667万円
J 統計調査費   68万円
K 監査委員費   113万円
L 消防費   1029万円
M 公債費   2億6570万円
N 諸支出金   2079万円

M

L
K
J

合計：6億7046万円 歳出の内訳 (課ごとに分類)N

A 村税　3569万円
B 使用料/手数料　2057万円
C 財産収入　4763万円
D 寄付金　3823万円
E 繰入金　1億4515万円
F 繰越金　1214万円
G 諸収入　6567万円

A 地方譲与税　977万円
B 利子割交付金　2万円
C 配当割交付金　7万円
D 株式等譲渡所得割交付金　7万円
E 地方消費税交付金　811万円
F 自動車取得税交付金　42万円
G 地方特例交付金　25万円
H 地方交付税　9億1550万円
I 国庫支出金　3億1695万円
J 県支出金　2億817万円
K 村債　2億2767万円

A 議会費   3541万円
B 総務費   4億9244万円
C 民生費   1億2866万円
D 衛生費   2億1487万円
E 農林水産業費   1億5854万円
F 商工費   999万円

自
主
財
源

依
存
財
源

A

A

B

A
B

B

C

C

C

D

D

D

E

E

E

F

F

F

G

G

G

H

H

I

I

J

J

K

K

L

合計：19億3787万円

合計：20億5217万円

歳出

歳入

一般会計予算 歳出

一般会計予算 歳入
【表３】 一般会計予算　歳入・歳出

G 土木費   3億6679万円
H 消防費   1029万円
I 教育費   1億9184万円
J 公債費   2億6570万円
K 諸支出金   2079万円
L 災害復旧費   4250万円
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要
が
あ
る
。
今
後
の
対
応
を
検
討
す
る

時
期
か
も
し
れ
な
い
。
基
金
積
立
額
は

３
億
６
０
０
０
万
円
ほ
ど
。

谷
口
伸
二
議
員

『
新
庁
舎
の
建
て
替
え
費
用

に
つ
い
て
』　

実
際
に
新
庁

舎
を
建
て
る
と
な
れ
ば
ど
の
く
ら
い
の

予
算
を
見
込
ん
で
い
る
か
。

総
務
課
長　
見
積
も
り
は
ま
だ
取
れ
て
い

な
い
が
、
建
て
替
え
と
な
れ
ば
現
在
の
積

み
立
て
で
は
全
く
足
り
な
い
と
見
て
い
る
。

【
質
疑
】

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

＜

総
務
課
の
決
算
に
つ
い
て＞

山
﨑
晋
作 

議
員

『
1. 

滞
納
金
の
時
効
に
つ
い

て
』　

滞
納
金
が
時
効
に
よ

り
回
収
不
可
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る

認
定
第
７
号

令
和
２
年
度
三
島
村
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

［決算認定］
………………………… 

【概要】 
・【表３】参照 
・課ごとの歳出内訳 
参照
…………………………

【討論】なし
…………………………

【議決・採決】
　賛成 5　反対 0
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が
、
地
方
自
治
法
２
３
６
条
で
は
納
入

通
知
・
督
促
で
時
効
の
更
新
が
で
き
る

と
書
い
て
あ
る
が
、適
用
さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　
督
促
な
ど
で
の
時
効
の
中

断
は
10
日
間
。
５
年
間
経
つ
と
時
効
と

な
る
が
、
今
回
計
上
し
た
分
は
中
断
期

間
を
含
め
て
も
５
年
超
え
る
。

山
﨑
晋
作 

議
員　
２
３
６
条
は
以
前

は
時
効
の
「
中
断
」
と
い
う
表
記
だ
っ

た
が
、今
は
「
更
新
」
に
な
っ
て
い
る
が
、

も
し
時
効
と
判
断
し
た
が
実
は
有
効
だ

っ
た
、
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
ら
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。

総
務
課
長　
精
査
す
る
。

山
﨑
晋
作 

議
員

『
2. 

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
用
用
途
公
開

に
つ
い
て
』　

多
く
の
自
治
体
で
ふ
る
さ

と
納
税
の
一
部
が
ど
う
使
わ
れ
た
か
公
開

し
て
い
る
。
三
島
村
で
は
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
公
開
の

予
定
は
？

総
務
課
長　
一
般
財
源
に
充
当
し
、様
々

な
事
業
に
使
っ
て
い
る
。
国
へ
の
報
告
に

は
筍
の
販
売
な
ど
目
に
止
ま
っ
て
も
ら
い

た
い
事
業
を
中
心
に
報
告
し
て
い
る
。

山
﨑
晋
作 
議
員　
全
部
を
載
せ
る
必

要
は
な
い
が
、
一
部
で
も
有
意
義
な
用
途

を
公
開
す
れ
ば
、
検
討
中
の
方
に
対
し

て
よ
い
判
断
材
料
に
な
る
と
思
う
。

総
務
課
長　
以
後
検
討
す
る
。

山
﨑
晋
作 

議
員

『
3. 

旅
費
に
つ
い
て
』　

航
空
機
で
の
移

動
を
伴
う
出
張
の
旅
費
に
関
す
る
見
直

し
を
し
て
も
ら
っ
た
が
、
実
際
に
ど
の
く

ら
い
削
減
で
き
た
か
。

総
務
課
長　
１
回
あ
た
り
４
〜
５
万
円

の
経
費
削
減
と
な
っ
て
い
る
。

山
﨑
晋
作 

議
員

『
4. 

公
有
財
産
３
ヶ
所
の
詳
細
に
つ
い
て
』　

総
務
課
長

・
大
里 

個
人
住
宅 

３
５
０
万
円

・
硫
黄
島 

個
人
住
宅 

４
３
０
万
円

・
硫
黄
島 

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
用
地 

84
万
円
。

山
﨑
晋
作 

議
員

『
5. 

公
共
施
設
の
改
修
に
つ
い
て
』　

台

風
時
な
ど
に
避
難
す
る
公
共
施
設
が
全

面
ガ
ラ
ス
張
り
で
危
険
な
た
め
シ
ャ
ッ
タ

ー
設
置
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、

ま
だ
施
工
さ
れ
て
い
な
い
。
い
つ
ご
ろ
に

な
る
か
。

総
務
課
長　
工
期
で
あ
る
12
月
ま
で
に
。

中
原
良
範
議
員

『
1. 

収
入
未
済
額
に
つ
い

て
』
収
入
未
済
額
（
収
入

と
し
て
入
っ
て
く
る
予
定
だ
っ
た
が
入
っ

て
き
て
い
な
い
分
）
が
約
６
６
８
万
円
の

う
ち
、
財
産
運
用
収
入
が
約
５
４
７
万

円
あ
る
。
内
訳
は
？

総
務
課
長　
主
に
村
営
住
宅
・
村
有
民

宿
の
使
用
料
。
滞
納
分
も
計
上
し
て
あ

る
。
こ
れ
ら
の
使
用
料
は
時
効
が
な
い

の
で
、
引
き
続
き
回
収
で
き
る
よ
う
努

力
す
る
。

中
原
良
範 

議
員

『
2. 

不
要
額
に
つ
い
て
』

１
億
３
４
７
７
万
円
も
の
不
要
額
が
出

て
い
る
。
予
算
現
額
の
5.1
%
に
値
す
る
。

見
込
み
が
甘
い
と
思
う
。
他
に
必
要
な

こ
と
に
予
算
を
使
え
た
の
で
は
。

総
務
課
長　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
実
行
で

き
な
い
事
業
も
あ
っ
た
。
精
査
し
て
で
き

る
限
り
不
要
額
が
出
な
い
よ
う
な
形
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

山
田
和
広 

議
員

『
1. 

備
品
購
入
費
に
つ
い

て
』　

竹
島
島
内
連
絡
車
両

と
あ
る
が
、
ど
ん
な
用
途
の
車
両
か
。

総
務
課
長　
竹
島
公
用
車
の
購
入
費
。
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山
田
和
広 

議
員

『
2. 

役
場
職
員
の
ふ
る
さ
と

納
税
寄
付
に
つ
い
て
』　

村

民
は
寄
付
で
き
な
い
が
、
役
場
職
員
の

寄
付
状
況
は
？
島
と
は
違
う
視
点
の
意

見
も
も
ら
え
れ
ば
、
返
礼
品
も
も
っ
と

充
実
し
て
く
る
の
で
は
。

総
務
課
長　
ふ
る
さ
と
納
税
の
収
入
が

１
７
７
１
万
円
。
職
員
も
ア
イ
デ
ア
を

出
し
、
三
島
村
の
特
産
品
も
返
礼
品
と

し
て
伸
び
て
き
て
い
る
。
職
員
の
寄
付

も
増
え
て
き
て
い
る
。

山
田
和
広 

議
員

『
3. 

知
事
選
挙
時
の
フ
ェ
リ
ー
傭
船
料
に

つ
い
て
』　

約
３
８
０
万
円
か
か
っ
て
い

る
が
、
誰
が
負
担
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　
全
額
県
か
ら
補
填
。

山
田
和
広 

議
員

『
4. 

デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
に
つ
い
て
』　

故
障
が
多
い
。
改
善
し
て
欲
し
い
。

総
務
課
長　
コ
ロ
ナ
禍
で
修
理
も
行
き

に
く
い
状
況
で
あ
っ
た
。
令
和
３
年
度

か
ら
新
た
に
保
守
契
約
を
結
ん
だ
の
で

点
検
の
徹
底
を
す
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

＜

定
住
促
進
課
の
決
算
に
つ
い
て＞

山
﨑
晋
作 

議
員

『
1. 

焼
酎
事
業
の
P
R
費
用

に
つ
い
て
』
焼
酎
の
P
R
ポ

ス
タ
ー
や
C
M
な
ど
の
費
用
が
一
般
財

源
に
計
上
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

定
住
促
進
課
長　
特
産
品
販
売
支
援
事

業
の
中
で
行
っ
た
の
で
企
画
費
の
中
に
入

っ
て
い
る
。

山
﨑
晋
作 

議
員　
透
明
性
確
保
の
た
め

に
注
記
と
い
う
形
で
も
よ
い
の
で
関
連
す

る
経
費
は
特
別
会
計
の
方
に
も
記
載
し

て
欲
し
い
。

定
住
促
進
課
長　
か
か
っ
た
経
費
は
な

る
べ
く
特
別
会
計
で
計
上
し
て
透
明
性

を
確
保
す
る
こ
と
は
気
を
つ
け
て
い
る

が
、
今
回
は
有
利
な
補
助
金
を
活
用
す

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
一
般
会
計
で
の

計
上
と
な
っ
て
い
る
。

山
﨑
晋
作 

議
員　
有
利
な
制
度
は
ぜ

ひ
柔
軟
に
使
っ
て
ほ
し
い
。
特
別
会
計

の
中
に
正
式
に
盛
り
込
ま
な
く
て
も
よ

い
の
で
、
注
記
な
ど
で
全
体
と
し
て
実

際
か
か
っ
た
経
費
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て

欲
し
い
。

山
﨑
晋
作 

議
員

『
2. 

村
有
民
宿
の
備
品
に
つ
い
て
』　

備

品
故
障
時
の
対
応
が
民
宿
に
よ
っ
て
違

う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
が
あ
る
。
公

開
さ
れ
て
い
る
規
定
を
確
認
し
た
が
、

か
な
り
以
前
で
改
訂
が
止
ま
っ
て
お
り
、

現
状
に
該
当
し
な
い
内
容
だ
っ
た
。
見

直
し
が
必
要
で
は
。

定
住
促
進
課
長
　
条
例
は
平
成
30
年
に

定
め
て
い
る
。
民
宿
備
品
に
つ
い
て
は
委

託
締
結
書
を
交
わ
し
て
い
る
。

備
品
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
経
年
劣
化
に

よ
っ
て
更
新
が
必
要
な
場
合
は
５
万
円

未
満
は
民
宿
負
担
、
10
万
円
以
上
は
村

の
負
担
、
５
万
円
以
上
10
万
円
未
満
は

民
宿
と
村
で
1/2
ず
つ
負
担
す
る
と
定
め
、

そ
れ
に
沿
っ
て
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

規
定
は
ご
指
摘
の
通
り
古
い
内
容
と
な

っ
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
廃
止
か
改
正
を

行
う
。

山
﨑
晋
作 

議
員

『
3. 

民
宿
へ
の
コ
ロ
ナ
関
連
協
力
金
に
つ

い
て
』　

船
舶
交
通
特
別
会
計
で
提
示

さ
れ
た
フ
ェ
リ
ー
利
用
者
の
デ
ー
タ
を

定住促進課

C A

B

D
A 企画費   4108万円
B ジャンベスクール運営費   8245万円
C 定住促進事業費   1317万円
D 特産物生産事業費　406万円
E 観光費   999万円

合計：1億5077万円E
歳出の内訳 (課ごとに分類)
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も
と
に
計
算
す
る
と
、
令
和
２
年
度
の

損
害
は
１
件
あ
た
り
１
ヶ
月
20
万
円
ほ

ど
と
な
る
。

影
響
は
偏
っ
て
い
る
の
で
、
月
に
30
〜

40
万
の
損
害
が
あ
っ
た
民
宿
も
あ
る
は
ず
。

村
か
ら
支
給
さ
れ
た
協
力
金
は
令
和
２

年
度
11
月
〜
３
月
が
１
万
７
０
０
０

円
。
令
和
３
年
度
は
４
〜
９
月
が
４
万

円
、
10
月
〜
３
月
が
１
万
７
０
０
０
円
。

こ
れ
で
は
不
十
分
で
は
。
算
定
の
見
直

し
を
。

定
住
促
進
課
長　
全
体
的
な
減
少
は
把

握
し
て
い
る
が
、
観
光
客
分
だ
け
で
算

出
し
て
い
る
。
観
光
関
係
で
１
０
０
０

人
前
後
の
減
を
把
握
し
て
い
る
。
議
員

か
ら
意
見
を
も
ら
っ
た
の
で
す
で
に
調

査
票
を
送
り
、
支
援
に
つ
い
て
は
再
検

討
作
業
を
始
め
て
い
る
。

実
際
の
減
少
数
や
、
確
定
申
告
に
よ
る

売
上
情
報
も
参
考
に
算
定
し
、
必
要
が

あ
る
場
合
は
で
き
る
だ
け
早
く
支
給
し

た
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

＜

民
生
課
の
決
算
に
つ
い
て＞

山
﨑
晋
作 

議
員

『
1. 

遠
隔
医
療
に
つ
い
て
』　

遠
隔
医
療
関
連
の
決
算
が
あ

る
が
、
現
状
と
今
後
の
展
望
を
教
え
て

欲
し
い
。

医
師
の
巡
回
診
療
が
あ
る
が
、
専
門
的

な
こ
と
は
診
察
で
き
な
い
の
で
、
遠
隔

医
療
機
能
向
上
が
あ
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

民
生
課
長　
整
備
を
し
て
か
ら
10
年
経

ち
、
不
具
合
が
増
え
た
の
で
更
新
を
し

た
。
画
質
や
音
声
も
向
上
し
た
。
全
診

療
所
と
民
生
課
を
繋
い
で
ビ
デ
オ
会
議

が
可
能
に
な
っ
た
。

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
に
活
用
し
て
い
る
。

専
門
的
な
診
断
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け

早
期
に
本
土
の
病
院
で
診
察
し
て
ほ
し

い
。

山
﨑
晋
作 

議
員　
よ
り
安
心
で
き
る

医
療
体
制
へ
の
案
と
し
て
、
医
師
が
来

島
時
に
本
土
の
専
門
医
と
遠
隔
で
話
し

な
が
ら
診
療
は
可
能
か
。

民
生
課
長
　
日
赤
の
病
院
に
専
門
医
が

い
れ
ば
繋
ぐ
こ
と
は
可
能
。
そ
れ
以
外

の
病
院
は
現
在
対
応
で
き
な
い
。
日
赤

病
院
側
に
も
確
認
し
て
み
る
。

山
﨑
晋
作 

議
員　
病
院
の
指
定
は
な
い

の
で
可
能
で
あ
れ
ば
検
討
し
て
欲
し
い
。

山
﨑
晋
作 

議
員

『
2. 

竹
島
の
リ
サ
イ
ク
ル
ゴ
ミ
置
き
場

に
つ
い
て
』　

台
風
な
ど
で
大
き
く
破
損

し
て
い
る
の
で
補
修
し
て
欲
し
い
。

民
生
課
長　
近
日
中
に
竹
島
に
来
島

し
、
地
域
の
方
と
話
を
し
て
検
討
し
た

い
。

山
﨑
晋
作 

議
員

『
3. 

経
営
戦
略
策
定
に
つ
い
て
』
委
託

料
に
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
ん
な
内

容
か
。

民
生
課
長　
簡
易
水
道
と
下
水
道
事
業

に
つ
い
て
令
和
２
年
度
ま
で
に
義
務
付

け
ら
れ
て
い
た
計
画
。
収
支
状
況
や
修

繕
計
画
な
ど
10
年
間
の
計
画
策
定
。

山
田
和
広 

議
員

『
1. 

濾
過
ポ
ン
プ
の
故
障

に
つ
い
て
』　

片
泊
で
故
障

中
。
新
し
く
な
っ
て
住
民
で
故
障
対
応

が
で
き
な
い
。

最
前
線
で
使
用
す
る
２
機
の
う
ち
１
機

が
故
障
。
修
理
依
頼
し
て
見
て
も
ら
っ

民生課
A 戸籍住民基本台帳費   1747万円
B 社会福祉総務費   3281万円
C 後期高齢者医療費   990万円
D 特別定額給付金給付費   3941万円  
E 児童措置費   777万円
F すこやか子育て支援費   1834万円
G 老人福祉総務費   1850万円
H 高齢者生きがい交流費   90万円

I 保健衛生費総務費   1357万円
J 予防費   417万円
K へき地診療所運営費   1億2403万円
L 塵芥処理費   1009万円
M し尿処理費   3396万円
N 簡易水道維持費   3452万円
O 衛生施設災害復旧費   322万円

N
O A

B C
D
E
FG

HI

ML

K

J

合計：3億6423万円 歳出の内訳 (課ごとに分類)
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た
ら
交
換
と
の
こ
と
だ
が
、
な
か
な
か

対
応
さ
れ
な
い
。

も
し
残
り
１
機
が
壊
れ
た
ら
地
区
内
の

水
道
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
。
今
後
早
急

に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
し
て
ほ

し
い
。

大
里
も
故
障
し
て
い
る
が
、
対
応
が
か

な
か
さ
れ
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

民
生
課
長　
樹
木
が
多
い
環
境
で
異
物

混
入
に
よ
る
故
障
と
み
て
い
る
。
混
入

防
止
対
策
も
含
め
て
業
者
と
調
整
し
て

い
る
が
、
早
急
に
対
応
し
た
い
。

大
里
は
塩
害
が
予
想
以
上
に
大
き
く
短

期
間
で
故
障
が
発
生
し
て
い
る
。
完
全

密
閉
の
建
屋
が
必
要
だ
と
い
う
話
も
あ

る
が
、
大
き
な
事
業
費
が
必
要
。
新
た

な
水
源
確
保
な
ど
も
案
と
し
て
考
え
て

い
る
。

山
田
和
広 

議
員　
最
初
の

故
障
は
異
物
の
混
入
で
あ
っ

た
が
、
今
回
は
老
朽
化
の
よ

う
な
故
障
。
導
入
し
て
数
年
で
故
障
と
い

う
の
は
お
か
し
い
の
で
は
。
予
備
を
準
備

す
る
な
ど
対
策
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

民
生
課
長　
施
行
時
に
水
道
の
業
者
へ

い
た
だ
い
た
意
見
を
共
有
し
た
い
。
予

備
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
カ
ー
へ

対
し
て
在
庫
の
ス
ト
ッ
ク
を
要
望
し
た
が

難
し
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

生
活
に
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
な
の
で
、

再
度
検
討
し
た
い
。

村
長　
台
風
な
ど
で
停
電
に
な
る
と
ポ

ン
プ
が
止
ま
る
た
め
非
常
電
源
を
用
意

し
て
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

水
道
事
業
も
特
別
会
計
に
な
っ
て
住
民

の
皆
様
に
そ
れ
な
り
の
料
金
を
い
た
だ

く
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
し
っ
か
り
と

対
応
し
た
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

＜

経
済
課
の
決
算
に
つ
い
て＞

山
﨑
晋
作 
議
員

『
1. 

硫
黄
島
飛
行
場
に
つ
い

て
』　

令
和
２
年
度
の
経
費
の
総
額
と

利
用
状
況
は
？

経
済
課
長　

飛
行
機
が
38
機
運
航
、

利
用
者
が
61
名
、
う
ち
村
民
が
21

名
。
村
民
割
引
に
対
す
る
村
の
負
担
は

７
８
０
０
円
。

山
﨑
晋
作 

議
員　
か
か
っ
た
経
費
の
合

計
を
知
り
た
い
。
修
繕
費
や
人
件
費
な

ど
。

経
済
課
長　

フ
ェ
ン
ス
の
修
繕
で

約
２
２
０
０
万
円
な
ど
で
総
額

２
３
３
０
万
円
ほ
ど
。
年
度
途
中
ま
で
い

た
職
員
の
人
件
費
は
総
務
課
か
ら
支
出
。

山
﨑
晋
作 

議
員　
維
持
費
と
し
て
何

千
万
円
と
い
う
経
費
が
か
か
る
の
で
あ

れ
ば
、
飛
行
場
の
あ
り
方
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

選
択
肢
が
多
い
こ
と
は
大
事
だ
が
、
優

先
順
位
を
決
め
取
捨
選
択
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
財
政
が
パ
ン
ク
す
る
こ
と
に
な

る
。
見
極
め
て
健
全
な
運
営
が
で
き
る

よ
う
お
願
い
し
た
い
。

経済課A

B CD
EFG

HI

M
NO

L

K
J

A 農業総務費   2375万円
B 畜産振興費   1億927万円
C 家畜診療所運営費   364万円
D 特定地域振興生産基盤   98万円
E 林業振興費   374万円
F 林道費   283万円
G 水産業総務費   1024万円
H 土木総務費   1303万円

I 道路管理費   7507万円
J 港湾建設費   1億3398万円
K 空港整備事業費   2330万円
L 住宅建設費   1億2138万円
M 公共土木施設災害復旧費   660万円
N 住宅施設災害復旧費　328万円
O 農林業施設災害復旧費   1242万円

合計：5億4358万円 歳出の内訳 (課ごとに分類)



23

山
﨑
晋
作 

議
員

『
2. 
畜
産
事
業
に
つ
い
て
』　

令
和
２
年

度
の
経
費
の
総
額
は
？

経
済
課
長　

大
里
地
区
へ
の
新
築

牛
舎
の
費
用
４
９
０
０
万
円
な
ど
で

１
億
１
３
０
０
万
円
ほ
ど
の
支
出
。

山
﨑
晋
作 

議
員　
行
政
報
告
で
畜
産

の
売
上
が
１
億
円
を
超
え
た
と
い
う
話

が
あ
っ
た
が
、
同
等
以
上
の
経
費
を
使
っ

て
い
る
。

民
間
と
は
違
う
面
は
あ
る
が
、
投
資
金

額
よ
り
も
大
き
な
成
果
が
出
な
い
と
事

業
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
の
で
は
。
費
用
対
効
果
を
意
識
し
な

が
ら
進
め
て
欲
し
い
。

中
原
良
範 

議
員

『
1. 

港
内
の
波
に
つ
い
て
』　

時
化
や
台
風
で
接
岸
が
難
し

い
こ
と
が
多
い
。
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
や
上
部

工
も
破
損
し
て
い
る
。
港
内
の
潮
の
流

れ
を
止
め
る
対
策
が
必
要
で
は
。

経
済
課
長　
竹
島
は
今
年
度
も
沖
防
波

堤
の
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
１
函か
ん

据
え
る

の
に
３
〜
４
年
か
か
る
。
完
成
ま
で
何

十
年
か
か
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
だ
が
、

設
計
会
社
と
潮
の
流
れ
も
含
め
て
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。
西
防
波
堤
の
消
波

ブ
ロ
ッ
ク
は
令
和
２
年
度
の
繰
り
越
し

で
ブ
ロ
ッ
ク
を
製
作
据
付
予
定
。
上
部

工
も
修
繕
予
定
。

中
原
良
範 

議
員

『
2. 

み
し
ま
２
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
』

経
済
課
長　
使
用
回
数
が
25
回
、
使
用

料
金
が
14
万
６
６
０
円
。
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
利
用
率
が
減
っ
て
い
る
。

山
田
和
広 
議
員

『
1. 

黒
島
の
竹
林
改
良
に
つ

い
て
』

経
済
課
長　
令
和
２
年
度
は
未
実
施
。

令
和
３
年
度
は
片
泊
で
実
施
予
定
。
地

区
長
と
場
所
の
選
定
中
。

山
田
和
広 

議
員

『
2. 

海
岸
漂
着
物
事
業
に
つ
い
て
』　

７
０
０
万
と
金
額
が
大
き
い
の
で
、
住

民
に
還
元
で
き
る
よ
う
な
方
法
は
な
い

か
。
大
き
な
漂
着
物
は
業
者
、
小
さ
い

も
の
は
住
民
で
対
処
す
る
な
ど
。

経
済
課
長　
令
和
２
年
度
は
硫
黄
島
の

長
濱
湾
と
坂
本
温
泉
で
実
施
。
長
濱

湾
は
漁
協
と
委
託
契
約
を
し
、
地
区
の

方
々
に
清
掃
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

漂
着
物
は
島
外
搬
出
の
必
要
が
あ
る
の

で
、
業
者
に
依
頼
し
搬
出
。
今
後
に
関

し
て
は
委
託
先
の
漁
協
と
協
議
す
る
。

山
田
和
広 

議
員

『
3. 

港
湾
建
設
費
の
共
済
費
に
つ
い
て
』

経
済
課
長　
市
町
村
共
済
組
合
に
支
払

っ
て
い
る
経
費
。

山
田
和
広 

議
員

『
4. 

畜
産
事
業
に
つ
い
て
』　
先
ほ
ど
全
体

で
１
億
１
３
０
０
万
円
と
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
積
算
し
て
み
る
と
１
億
４
０
０
０
万

円
近
く
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
の
助
成
を
受
け
て
い
る
以
上
、

地
域
へ
の
貢
献
も
必
要
で
は
。
村
で
購

入
し
た
重
機
も
所
有
し
て
い
る
の
で
、

有
事
の
際
の
協
力
体
制
を
整
え
る
こ
と

も
大
事
。

経
済
課
長　
各
地
区
の
畜
産
振
興
会
の

上
部
組
織
と
し
て
三
島
村
肉
用
牛
生
産

組
合
が
あ
る
の
で
、
そ
の
組
合
の
中
で

も
地
域
へ
の
還
元
と
い
う
こ
と
で
話
を
し

て
み
る
。

山
田
和
広 

議
員

『
5. 

黒
島
の
道
路
復
旧
工
事
に
つ
い
て
』　

県
道
が
大
雨
の
影
響
で
陥
没
し
通
行
で

き
な
い
。
迅
速
に
迂
回
路
の
対
応
を
し

て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
危
険
な

状
態
。
で
き
る
だ
け
早
急
に
復
旧
を
お

願
い
し
た
い
。

経
済
課
長　
県
に
早
急
に
復
旧
し
て
も

ら
う
よ
う
要
請
し
、
県
も
了
承
済
み
。

県
と
協
議
し
な
が
ら
早
急
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

＜
教
育
委
員
会
の
決
算
に
つ
い
て＞

山
﨑
晋
作 

議
員

『
1. 

し
お
か
ぜ
留
学
制
度
に

つ
い
て
』　

里
親
制
度
で
１

人
あ
た
り
月
額
９
万
円
は
地
域
内
格
差
、

人
数
の
増
減
に
よ
る
里
親
の
負
担
を
考

え
る
と
見
直
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　
教
育
委
員
会

で
も
同
様
に
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る

が
、
補
助
金
の
性
質
上
他
の
方
法
が
取

れ
な
い
。
今
後
里
親
の
在
り
方
や
委
託

方
法
を
検
討
し
、
同
制
度
が
安
定
し
充

実
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。

山
﨑
晋
作 

議
員

『
2. 

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
に

つ
い
て
』　

対
象
は
村
内
４
校
か
。
委
託

料
が
約
１
０
０
０
万
円
と
高
額
だ
が
、

業
者
の
選
定
方
法
は
？

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
４
校
全
て
。

業
者
と
は
随
意
契
約
で
契
約
し
て
い
る
。

山
田
和
広 

議
員

『
1. 

し
お
か
ぜ
留
学
に
つ
い

て
』　

本
村
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
制
度
な
の
で
、
も
う
少
し
詳
し

く
記
載
し
て
欲
し
い
。

教
育
長　
三
島
村
の
児
童
生
徒
は
約
80

名
、
教
員
が
50
名
で
人
口
約
３
８
０
名
中

約
１
３
０
名
と
大
き
な
割
合
を
占
め
る
。

三
島
村
に
と
っ
て
し
お
か
ぜ
留
学
は
非
常

に
重
要
。受
け
入
れ
人
数
は
増
減
が
あ
り
、

減
っ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
令
和
元

年
度
か
ら
20
名
台
に
な
り
、
令
和
３
年
度

は
30
名
の
枠
で
28
名
受
け
入
れ
て
い
る
。

現
在
募
集
中
で
あ
る
里
親
の
確
保
も
課

題
。
制
度
を
安
定
さ
せ
て
学
校
を
存
続
さ

せ
る
た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　
事
業
総
額

１
８
５
５
万
円
中
、
里
親
へ
の
業
務
委

託
費
が
１
８
４
３
万
円
。
そ
の
他
12
万

円
が
募
集
・
運
営
に
か
か
る
経
費
。

山
田
和
広 

議
員

『
2. 

学
校
維
持
補
修
に
つ
い
て
』　

補
修

箇
所
な
ど
詳
細
説
明
を
。
他
に
必
要
な

箇
所
の
情
報
な
ど
が
議
員
か
ら
出
て
く

る
可
能
性
も
あ
る
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

［
内
訳
］

竹
島
学
園
：
刈
払
機
修
理
・
落
雷
被

害
に
よ
る
修
繕
・
雨
漏
り
修
繕

片
泊
学
園
：
漏
電
工
事
・
集
会
室
ガ
ラ

ス
取
り
替
え

硫
黄
島
学
園
：
照
明
器
具
の
設
置
・
音
楽

室
鍵
取
り
替
え
・
教
員
住
宅
防
水
工
事

山
田
和
広 

議
員　
島
の
宝
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
の
安
全
を
確
保
す
る
事
業
に
は

惜
し
み
な
く
予
算
を
使
い
、
住
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
対
応
し
て
欲
し
い
。

教育委員会

A

B
C

D

E
F
G
H I

A 教育委員会総務費   4704万円
B 教員住宅維持補修費   4838万円
C しおかぜ留学推進費   1855万円
D 学校管理費   4797万円
E 学校維持補修費   1206万円

合計：1億9184万円

F 外国青年招致事業費   692万円 
G 社会教育総務費   180万円
H 史跡郷土民芸保存費   100万円
I 保健体育総務費   812万円

歳出の内訳 (課ごとに分類)

報
告
第
２
号

令
和
２
年
度
財
政
健
全
化
判
断
比
率

報
告
第
３
号

令
和
２
年
度
資
金
不
足
比
率

［決算認定］
……………………… 

【概要】 
P3 【表2】参照
………………………

【討論】なし
………………………

【議決・採決】
　賛成 5　反対 0
………………………

【質疑】なし

［決算認定］
……………………… 

【概要】 
P3 【表2】参照
………………………

【討論】なし
………………………

【議決・採決】
　賛成 5　反対 0
………………………

【質疑】なし
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【
質
疑
】

山
崎
晋
作 

議
員

『
条
例
改
正
の
理
由
に
つ
い

て
』　

改
正
の
理
由
は
？
今

ま
で
あ
れ
ば
人
事
院
の
勧
告
な
ど
の
理

由
が
あ
っ
た
が
、
今
回
は
未
記
載
。

 

総
務
課
長　
民
間
給
与
と
の
格
差
な
ど

に
基
づ
い
た
人
事
院
の
勧
告
に
よ
る
改

正
。

 

山
崎
晋
作 

議
員　
議
論
す
る
に
あ
た
っ

て
理
由
は
必
ず
必
要
な
の
で
記
載
を
お

願
い
し
た
い
。

港
の
様
子
を
映
す
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
操

作
し
て
乗
客
の
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
・
作
業

状
況
・
漁
船
な
ど
を
映
す
こ
と
が
度
々

見
ら
れ
る
。

本
来
の
使
用
目
的
は
な
ん
な
の
か
？

船
舶
課
長　
船
の
安
全
な
航
海
・
離
接

岸
な
ど
の
た
め
に
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
を
す
る

場
合
が
あ
る
。
操
作
の
で
き
る
パ
ソ
コ
ン

も
フ
ェ
リ
ー
の
ブ
リ
ッ
ジ
及
び
運
航
管

理
者
の
パ
ソ
コ
ン
の
み
と
し
て
い
る
。

た
だ
、
ご
指
摘
の
乗
客
の
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

な
ど
に
関
し
て
は
肖
像
権
の
侵
害
に
繋

が
り
か
ね
な
い
こ
と
。
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の

映
像
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
全

国
、
全
世
界
の
不
特
定
多
数
の
方
が
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
操
作
に
つ
い
て

担
当
者
と
協
議
・
検
討
し
た
い
。

総
務
課
長
　
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
設
置
目

的
の
１
点
目
は
定
期
船
の
安
全
運
行
。

２
点
目
が
安
心
・
安
全
な
島
民
生
活
の

確
保
。
港
内
に
は
漁
船
・
ヨ
ッ
ト
な
ど

様
々
な
船
が
出
入
港
す
る
。

中
に
は
不
審
船
と
思
わ
れ
る
船
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
勝
手
に
上
陸
す
る
船
員
も

［意見書の同意］
……………………… 

【概要】
同意見書を議会から
国へ対して提出する
………………………

【討論】なし
………………………

【議決・採決】
　賛成 5　反対 0
………………………

【質疑】なし

議
案
第
33
号

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

発
議
第
1
号

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に

対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書

中
原
良
範 

議
員

竹
島
地
区
在
住

「
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
設
置
に

つ
い
て
」

Q
　
こ
の
場
で
議
員
は
、
政
策
の
執
行
状

況
や
将
来
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
、
村
に
報
告
や
説
明
を
求
め
ま
す
。

　
議
員
は
一
般
質
問
を
す
る
こ
と
で
、

村
が
住
民
の
た
め
に
適
切
な
行
政
運
営

を
し
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

『
9
月
定
例
会
の
一
般
質
問
』

［条例改正］
…………………………………………………… 

【概要】
・令和 3 年　12 月分ボーナス
　職員：1.275 ヶ月分 → 1.125 ヶ月分
　再任用職員：0.725 ヶ月分 → 0.625 ヶ月分

・令和 4 年度以降　6 月・12 月分ボーナス
　職員：1.275 ヶ月分 → 1.2 ヶ月分
　再任用職員：0.725 ヶ月分 → 0.675 ヶ月分
……………………………………………………

【討論】なし
……………………………………

【議決・採決】　賛成 5　反対 0

議
案
第
32
号

三
島
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

［条例改正］
…………………………………………………………………………… 

【概要】
・令和 3 年　12 月分ボーナス（特別職・教育長・議員）
　1.65 ヶ月分 → 1.575 ヶ月分

・令和 4 年度以降　6 月・12 月分ボーナス（特別職・教育長・議員）
　1.675 ヶ月分 → 1.625 ヶ月分
……………………………………………………………………………

【討論】なし
……………………………………………………………………………

【議決・採決】　賛成 5　反対 0
……………………………………………………………………………

【質疑】特筆すべき質疑なし
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い
る
状
況
。

本
庁
に
お
い
て
も
監
視
を
し
て
い
る
た

め
、
人
物
が
特
定
で
き
な
い
程
度
で
の

運
用
は
行
っ
て
い
く
の
で
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

中
原
良
範 

議
員　
人
物
の
特
定
が
で
き

る
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
な
ど
は
や
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

竹
島
で
村
営
住
宅
２
棟
の
改
修
工
事
が

行
わ
れ
て
い
る
。

空
き
家
は
７
０
０
〜
８
０
０
万
円
か
け

て
綺
麗
に
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
て
い
る
一

方
、
長
年
居
住
し
て
い
る
方
の
住
宅
は

昨
年
畳
の
入
れ
替
え
や
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
へ

の
張
り
替
え
な
ど
が
さ
れ
た
が
、
流
し

台
・
洗
面
台
・
風
呂
場
な
ど
は
ボ
ロ
ボ

ロ
で
、
要
望
し
て
も
な
か
な
か
対
応
し

て
く
れ
な
い
と
不
満
の
声
が
出
て
い
る
。

新
し
く
入
居
す
る
人
と
、
長
年
入
居
し

て
る
人
と
の
格
差
が
あ
る
の
で
は
。

定
住
促
進
課
長　

空
き
家
改
修
は

国
の
制
度
を
活
用
し
て
行
っ
て
お
り
、

お
よ
そ
補
助
金
5
0
％
、
過
疎
債

3
7
.
5
％
、
一
般
財
源
1
2
.
5
％

で
村
の
負
担
は
実
質
2
5
％
程
度
。

空
き
家
で
あ
れ
ば
負
担
が
少
な
く
改
修

が
で
き
る
た
め
入
居
者
が
い
な
い
タ
イ
ミ

ン
グ
で
こ
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
い

る
。
空
き
家
以
外
は
村
の
負
担
が
大
き

い
た
め
大
規
模
補
修
が
難
し
い
。
各
住

宅
の
状
況
に
つ
い
て
は
調
査
済
み
で
、
少

し
ず
つ
補
修
を
実
施
し
て
い
る
が
、
な
か

な
か
追
い
つ
か
な
い
。

格
差
に
つ
い
て
は
本
議
会
の
日
程
で
改

修
費
に
応
じ
た
家
賃
の
設
定
を
し
、
改

修
の
た
め
の
財
源
確
保
、
村
民
の
負
担

の
適
正
化
を
す
る
条
例
を
上
程
し
て
い

る
。

経
済
課
長　
畳
の
張
り
替
え
・
床
補
修

な
ど
は
、

・
令
和
元
年
度
：
竹
島

・
令
和
２
年
度
：
硫
黄
島

・
令
和
３
年
度
：
大
里

・
令
和
４
年
度
：
片
泊

と
計
画
的
に
実
施
。

現
在
村
営
住
宅
は
全
部
で
93
棟
。

・
竹
島
：
22
棟

・
硫
黄
島
：
32
棟

・
大
里
：
19
棟

・
片
泊
：
20
棟

管
理
が
行
き
届
か
ず
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
申
し
訳
な
い
が
、
可
能
な
限
り
改

修
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

中
原
良
範 
議
員　
離
島
は
工
事
費
も

高
く
、
施
工
業
者
が
な
か
な
か
来
て
く

れ
な
い
と
い
う
厳
し
い
状
況
も
理
解
し
て

い
る
。

入
居
中
の
工
事
も
大
変
。
空
き
家
が
あ

る
時
に
荷
物
を
仮
置
き
す
る
と
い
っ
た

対
策
が
取
れ
た
ら
よ
い
。

畳
の
入
れ
替
え
や
床
の
工
事
は
画
期
的

な
一
歩
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
洗

面
所
、
ト
イ
レ
、
台
所
と
い
っ
た
と
こ
ろ

の
老
朽
化
は
目
に
つ
き
、
新
し
い
と
こ

ろ
を
羨
ま
し
く
思
う
こ
と
も
受
け
止
め

て
欲
し
い
。

以
前
の
議
会
で
質
問
し
、
行
政
か
ら
厳

し
く
対
応
し
改
善
す
る
と
答
弁
が
あ
っ

た
。
税
金
・
家
賃
回
収
な
ど
は
改
善
し

つ
つ
あ
る
と
思
う
が
、
村
の
貸
付
振
興

資
金
の
回
収
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

債
務
者
が
亡
く
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
と
思
う
。
正
当
な
請
求
が
履
行
さ
れ

て
い
る
か
。
連
帯
保
証
人
を
２
人
立
て

て
い
る
と
思
う
が
、
保
証
人
へ
の
督
促

「
村
税
・
振
興
資
金
等
の
徴

収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

滞
納
金
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
」

「
村
営
住
宅
の
改
修
工
事

に
つ
い
て
」

Q

Q
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は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

経
済
課
長　

［
農
林
水
産
業
貸
付
基
金
］

・
貸
付
残
高
：
２
１
９
３
万
５
５
０
０
円

・
滞
納
者
：
10
名

・
滞
納
額
：
１
９
０
４
万
５
５
０
０
円

［
畜
産
経
営
安
定
化
貸
付
基
金
］

・
貸
付
残
高
：
６
８
４
万
１
７
０
０
円

・
滞
納
者
：
５
名

・
滞
納
額
：
５
４
０
万
円

催
告
状
を
発
送
し
、
何
名
か
の
滞
納
者

か
ら
は
償
還
が
あ
っ
た
が
、
滞
納
額
の

解
消
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
引
き
続
き

催
告
状
の
送
付
と
確
約
書
の
提
出
、
併

せ
て
保
証
人
へ
の
通
知
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

定
住
促
進
課
長
　

［
定
住
促
進
対
策
貸
付
基
金
］

令
和
３
年
度
当
初

・
滞
納
者
：
８
名

・
滞
納
額
：
６
５
１
万
５
２
９
０
円
。

30
万
円
程
度
債
権
の
回
収
が
で
き
て
い

る
状
況
。
村
内
在
住
の
７
名
の
う
ち
３

名
に
は
確
約
書
を
提
出
し
て
も
ら
っ
た
。

返
済
計
画
通
り
に
納
付
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

残
り
４
件
は
死
亡
者
が
２
名
、
所
在
不

明
が
２
名
。
法
律
専
門
家
へ
の
相
談
も

検
討
し
な
が
ら
回
収
作
業
を
続
け
て
い

き
た
い
。

［
住
宅
使
用
料
］

令
和
３
年
度
当
初

・
滞
納
者
：
12
名

・
滞
納
額
：
８
３
１
万
２
９
０
０
円

８
月
31
日
現
在
、
65
万
円
程
度
債
権
の

回
収
が
で
き
て
い
る
状
況
。
こ
の
う
ち

２
名
に
つ
い
て
は
本
議
会
で
債
権
の
放

棄
を
上
程
し
て
い
る
。
他
の
滞
納
者
に

つ
い
て
は
概
ね
誓
約
書
の
提
出
を
し
て

い
た
だ
い
た
。
こ
ま
め
に
請
求
を
行
い
、

回
収
に
努
め
る
。

総
務
課
長　
村
税
は
令
和
２
年
度
末
の

徴
収
率
が
9
6
.
7
％
。
分
割
納
付
の

提
案
が
徴
収
率
向
上
に
繋
が
っ
た
。

今
後
は
分
割
納
付
の
提
案
に
加
え
て
、

特
に
島
内
在
住
の
滞
納
者
に
つ
い
て
は

金
融
機
関
に
お
け
る
財
産
調
査
を
検
討

中
。
財
産
が
あ
る
も
の
に
対
し
て
は
財

産
の
明
示
・
自
主
納
付
を
通
知
し
、
応

じ
な
い
場
合
は
財
産
差
し
押
さ
え
の
措

置
を
取
る
。

滞
納
者
の
住
所
が
判
明
し
、
現
在
働
い

て
い
る
会
社
宛
に
所
得
照
会
も
行
っ
た
。

貴
重
な
財
源
な
の
で
、
全
庁
体
制
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

中
原
良
範
議
員　
滞
納
金
の
回
収
に

つ
い
て
前
向
き
に
進
ん
で
い
る
と
思
う
。

長
期
滞
納
に
な
れ
ば
回
収
が
難
し
く
な

る
が
、
債
権
者
と
話
し
合
い
回
収
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。
死
亡
者
や
不
明

者
の
話
が
出
た
が
、
今
後
同
様
の
ケ
ー

ス
が
増
え
て
く
る
と
思
う
。
そ
の
た
め

の
保
証
人
で
も
あ
る
の
で
周
知
徹
底
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
財
政
難
で
す
の
で

し
っ
か
り
回
収
し
て
も
ら
い
た
い
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
民
宿
へ
の
協
力
金

が
10
月
よ
り
減
額
と
な
る
が
、
金
額
設

定
は
妥
当
か
。

行
政
で
は
観
光
客
だ
け
を
対
象
に
金
額

を
算
定
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
民
宿
へ

聞
き
取
り
し
た
と
こ
ろ
観
光
客
よ
り
も

業
者
宿
泊
者
の
影
響
の
方
が
大
き
い
と

い
う
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

９
月
に
再
度
聞
き
取
り
を
し
た
と
こ
ろ
、

業
者
の
来
島
数
は
戻
っ
て
き
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
る
と
厳
し

い
状
況
で
、
10
月
以
降
の
予
約
が
な
い

民
宿
が
半
数
以
上
で
あ
っ
た
。
特
に
観

「
民
宿
へ
の
補
償
に
つ
い
て
」

Q

山
﨑
晋
作 

議
員

竹
島
地
区
在
住
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光
客
メ
イ
ン
で
あ
っ
た
民
宿
は
影
響
が
大

き
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

ま
た
、
民
宿
で
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

相
部
屋
に
し
な
い
と
い
う
形
で
協
力
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
う
す
る

と
本
来
の
数
分
の
１
し
か
宿
泊
者
を
泊

め
ら
れ
な
い
。

経
営
が
厳
し
い
な
か
協
力
を
し
て
く
れ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
10
月
か
ら
月
額

１
万
７
０
０
０
円
は
あ
ま
り
に
も
補
償

が
少
な
す
ぎ
る
の
で
は
。

定
住
促
進
課
長　
民
宿
事
業
者
の
皆
様

の
ご
協
力
に
対
し
て
感
謝
し
て
い
る
。

観
光
客
数
は
自
粛
要
請
前
と
比
べ
て

５
％
程
度
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
協
力

金
の
金
額
は
来
島
自
粛
要
請
に
よ
っ
て

損
失
し
た
で
あ
ろ
う
利
益
を
目
安
に
算

定
し
て
い
る
。

観
光
客
の
過
去
の
実
績
を
も
と
に
算
出

し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
金
額
は
妥
当

で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

山
﨑
晋
作 

議
員　
以
前
も
発
言
し
た

が
、
三
島
村
の
長
所
は
人
口
が
少
な
い

分
き
め
細
や
か
な
対
応
が
で
き
る
と
こ

ろ
。

民
宿
は
十
数
軒
し
か
な
い
の
で
、
１
件

１
件
話
を
聞
け
ば
、
妥
当
な
金
額
で
な

い
こ
と
は
半
日
も
あ
れ
ば
す
ぐ
に
わ
か

る
。

確
か
に
業
者
の
入
り
方
に
よ
っ
て
大
丈

夫
だ
と
い
う
民
宿
も
あ
る
。
た
だ
そ
れ

は
本
当
に
少
数
で
、
厳
し
い
状
況
の
と

こ
ろ
ば
か
り
。

役
場
の
聞
き
取
り
も
私
が
議
会
で
要
望

し
た
後
、
３
月
か
４
月
に
１
度
だ
け
と

聞
い
て
い
る
。
三
島
村
の
P
R
な
ど
も

大
事
だ
が
、
前
も
言
っ
た
通
り
、
今
住

ん
で
い
る
人
た
ち
を
大
事
に
で
き
な
い
村

に
い
く
ら
移
住
者
を
呼
ん
で
も
人
口
は

増
え
な
い
。
コ
ロ
ナ
に
対
し
て
積
極
的
に

協
力
し
て
く
れ
て
い
る
民
宿
の
皆
さ
ん

に
対
し
て
行
政
の
対
応
は
不
十
分
。

こ
れ
も
聞
き
取
り
を
し
て
い
た
ら
す
ぐ

に
わ
か
る
こ
と
だ
が
、
民
宿
の
皆
さ
ん

が
不
安
に
思
っ
て
い
る
点
が
、
見
通
し
が

立
た
な
い
と
い
う
こ
と
。

行
政
と
し
て
も
自
粛
解
除
の
時
期
を
明

言
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
思
う
が
、

現
状
が
続
く
と
、
予
約
も
と
る
こ
と
が

で
き
ず
民
宿
の
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て

い
く
。

村
長
か
ら
も
w
i
t
h
コ
ロ
ナ
で
進
ん

で
い
く
こ
と
が
大
事
と
い
う
話
が
あ
っ
た

が
、
コ
ロ
ナ
が
し
ば
ら
く
続
く
前
提
で

来
島
の
た
め
の
条
件
を
明
確
に
す
る
か
、

そ
れ
が
難
し
け
れ
ば
現
状
に
見
合
っ
た

補
償
を
す
る
べ
き
。

悠
長
に
し
て
い
た
ら
今
島
で
頑
張
っ
て
い

る
民
宿
が
経
営
で
き
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
得
る
。
早
急
な
対
応
を
お
願
い
す

る
。

定
住
促
進
課
長　
民
宿
へ
は
補
償
と
い

う
か
、
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
協
力
金
を
払
っ
て
い
る
。

民
宿
ご
と
の
損
失
に
応
じ
て
支
払
う
べ

き
と
考
え
て
い
た
が
、
根
拠
と
な
る
書

類
が
不
十
分
だ
っ
た
た
め
、
観
光
客
数

を
根
拠
と
し
て
で
き
る
だ
け
早
く
支
給

で
き
る
よ
う
に
対
処
し
た
。
他
の
村
民

に
対
し
て
十
分
な
説
明
が
で
き
る
根
拠

が
必
要
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
は
民
宿
だ
け
で
な
く
、

村
民
の
方
々
も
受
け
て
い
る
。
影
響
全

般
に
対
す
る
事
業
継
続
の
支
援
金
や
定

額
給
付
金
と
い
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

別
の
形
で
村
民
全
般
の
事
業
者
も
関

わ
っ
て
く
る
の
で
、
今
回
の
協
力
金
に
つ

い
て
は
観
光
分
野
に
限
っ
て
い
る
。

村
民
全
体
に
対
す
る
補
償
な
ど
は
財
源

の
問
題
も
あ
る
の
で
、
新
た
に
制
度
を

設
け
る
の
で
あ
れ
ば
村
民
の
方
々
に
説

明
で
き
る
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
検

討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
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民
宿
の
聞
き
取
り
調
査
は
３
月
末
〜
４

月
当
初
に
１
回
行
っ
て
い
る
。
半
年
経

過
し
た
の
で
も
う
一
度
聞
き
取
り
を
行

う
予
定
。
そ
の
中
で
根
拠
を
示
せ
る
も

の
が
あ
れ
ば
ま
た
検
討
し
た
い
。

民
生
課
長　
政
府
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

進
展
を
前
提
に
行
動
制
限
を
緩
和
す
る

基
本
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
実
証

試
験
を
11
月
か
ら
広
域
で
行
う
こ
と
も

発
表
し
て
い
る
。
一
方
、
基
本
的
な
感

染
対
策
を
維
持
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
る
が
、
国
民
の
気
が
緩
ん
で
再
び

感
染
拡
大
を
招
き
か
ね
な
い
と
い
う
意

見
も
あ
る
。

本
村
も
感
染
状
況
や
国
の
試
験
の
結
果

を
注
視
し
な
が
ら
、
社
会
経
済
活
動
の

正
常
化
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
村
の
医
療
体
制
は
脆
弱
で

県
本
土
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
環
境
な

の
で
、
P
C
R
検
査
や
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
確
認
な
ど
の
条
件
を
設
定
し
た
上
で
、

徐
々
に
規
制
を
緩
和
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
か
と
思
っ
て
い
る
が
、
慎
重
に
検
討

し
て
進
め
た
い
。

山
崎
晋
作 
議
員　
民
宿
の
補
償
に
つ
い

て
は
、
定
住
促
進
課
長
が
言
わ
れ
た
よ

う
に
月
毎
の
売
上
な
ど
を
根
拠
に
で
き

た
ら
よ
い
が
、
聞
き
取
り
の
中
で
そ
れ
が

困
難
で
あ
る
事
業
者
さ
ん
が
お
り
、
難

し
い
と
こ
ろ
だ
と
感
じ
た
。

問
題
な
の
は
、
観
光
客
に
限
定
し
て
い

る
が
、
実
際
に
は
業
者
の
影
響
が
大
き

く
、
そ
こ
の
算
出
の
誤
差
が
大
き
い
こ

と
。
観
光
客
数
だ
け
カ
ウ
ン
ト
し
て
根

拠
と
し
て
い
る
が
、
全
来
島
者
数
を
対

象
に
し
て
算
出
す
る
の
が
分
か
り
や
す
い

の
で
は
。

行
政
が
主
張
す
る
よ
う
に
業
者
の
影
響

が
少
な
い
な
ら
今
の
算
出
額
と
差
が
出

な
い
は
ず
で
、
影
響
が
大
き
け
れ
ば
差

が
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
の
上
で
本
来
な
ら

民
宿
ご
と
に
対
応
が
で
き
れ
ば
い
い
が
、

難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
う
。

せ
め
て
島
ご
と
の
対
応
は
で
き
る
の
で

は
。
島
ご
と
の
来
島
者
数
の
減
少
か
ら

算
出
し
て
、
支
給
額
を
島
ご
と
に
決
め

れ
ば
今
よ
り
実
情
に
あ
っ
た
対
応
に
な

る
。

見
通
し
に
つ
い
て
は
難
し
い
問
題
な
の

で
、
国
・
県
の
動
向
を
見
な
が
ら
徐
々

に
対
応
し
て
い
た
だ
く
の
が
い
い
と
思

う
。

定
住
促
進
課
長　
説
明
で
き
る
根
拠
を

準
備
し
て
住
民
説
明
を
行
い
な
が
ら
進

め
た
い
。
緊
急
的
な
対
応
は
難
し
い
が
、

確
定
申
告
な
ど
集
計
で
き
る
材
料
も
増

え
て
き
て
い
る
。

た
だ
、
村
民
全
員
が
色
々
な
面
で
影
響

を
受
け
て
い
る
の
で
、
民
宿
事
業
者
だ

け
に
偏
ら
ず
、
全
体
的
な
と
こ
ろ
も
考

え
な
が
ら
財
源
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

竹
島
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
建
設
中
止
と

避
難
所
兼
保
育
所
の
建
設
を
要
望
し
て

い
た
件
の
進
捗
状
況
を
教
え
て
欲
し
い
。

前
回
の
議
会
で
は
規
定
の
回
数
内
で
明

確
な
回
答
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
再

度
質
問
す
る
。

「
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
」

Q
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こ
の
件
の
経
緯
は
、
以
下
の
通
り

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

❶ 

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
協
議
会
で
島
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

● 

報
告
で
は
三
島
村
全
体
の
賛
成
と
反

対
が
ほ
ぼ
同
数
、
ほ
ん
の
微
差
で
賛
成

が
多
か
っ
た
。

❷ 

令
和
元
年
11
月
〜
令
和
２
年
２
月

● 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
詳
し
く
見
る
と

『
価
格
が
上
が
ら
な
け
れ
ば
賛
成
』
と

い
う
意
見
が
多
数

● 

計
画
で
は
３
島
と
も
価
格
が
上
昇
す
る

● 

価
格
上
昇
と
い
う
条
件
を
加
え
る
と
、

賛
成
は
２
割
ち
ょ
っ
と
、
７
割
以
上
が

反
対
（
※ 

島
民
が
反
対
し
て
い
る
事
業

を
無
理
矢
理
進
め
て
い
る
）

● 

特
に
反
対
の
多
か
っ
た
竹
島
は
建
設

を
保
留

❸ 

令
和
３
年
３
月

● 

辺
地
総
合
計
画
で
竹
島
へ
の
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
建
設
が
明
記

● 

議
会
で
質
疑
し
た
と
こ
ろ
、
意
見
が

あ
れ
ば
随
時
変
更
可
能
な
の
で
言
っ
て

ほ
し
い
と
の
答
弁

❸ 

令
和
３
年
６
月

● 

島
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
独
自
で
実
施
し
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
は
反
対
、
代
わ
り

に
避
難
所
兼
保
育
所
の
建
設
を
望
む
声

が
大
き
い
こ
と
を
議
会
で
伝
え
る

● 

時
期
は
未
定
だ
が
島
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
検
討
す
る
と
の
答
弁
（
元
々

の
予
定
で
あ
り
、
こ
ち
ら
の
要
望
に
対

応
し
た
わ
け
で
は
な
い
）

❹ 

令
和
３
年
９
月

● 

三
島
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

内
で
、
全
地
域
へ
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

設
置
の
記
載

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
連
の
流
れ
が
あ
ま
り
に
も
横
暴
。

議
会
で
発
言
し
た
内
容
に
対
し
て
、「
１

人
の
意
見
じ
ゃ
決
め
ら
れ
な
い
か
ら
地

区
長
に
聞
い
て
み
る
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し

て
み
る
」
と
い
う
答
弁
が
度
々
あ
る
が
、

そ
も
そ
も
議
員
は
選
挙
で
選
ば
れ
た
住

民
の
代
表
で
あ
る
の
で
、
こ
う
い
っ
た
発

言
は
不
適
切
。

こ
ち
ら
が
島
民
の
声
を
聞
い
て
ほ
し
い
と

言
う
の
と
は
意
味
が
違
っ
て
く
る
。
議

員
の
議
会
内
で
の
発
言
は
島
民
の
代
表

の
声
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
欲
し
い
。

そ
の
上
で
発
言
内
容
が
三
島
村
の
た
め

に
な
る
か
ど
う
か
は
議
論
す
べ
き
。

議
会
の
場
で
誤
魔
化
す
た
め
の
軽
は
ず

み
な
答
弁
や
不
誠
実
な
答
弁
は
控
え
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
質
問
回
数
が

限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
適
切
な
回
答
を

お
願
い
す
る
。

定
住
促
進
課
長　
竹
島
の
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
建
設
に
つ
い
て
は
、
硫
黄
島
と
黒

島
で
実
際
に
運
営
を
開
始
し
て
か
ら
の

状
況
な
ど
を
も
と
に
再
度
竹
島
の
住
民

の
方
々
に
意
見
を
聞
い
て
整
備
の
可
否

を
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

保
育
所
整
備
に
関
し
て
は
民
生
課
の
方

で
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
方

針
が
決
ま
っ
て
か
ら
辺
地
計
画
に
追
加

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
別
の
有
利
な
制
度
で
あ
る
過
疎

債
で
の
活
用
も
想
定
し
て
過
疎
計
画
の

中
に
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。

山
﨑
晋
作 

議
員　
協
議
会
で
は
賛
成

多
数
だ
か
ら
と
進
め
た
わ
け
だ
が
、
竹

島
、
実
際
は
硫
黄
島
と
黒
島
も
反
対
が

多
か
っ
た
。
そ
の
状
況
で
そ
も
そ
も
計

画
に
組
み
込
む
必
要
が
あ
る
の
か
。

三
島
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
で

も
質
疑
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、
辺
地
総

合
計
画
は
意
見
が
あ
れ
ば
随
時
変
更
が

可
能
と
い
う
答
弁
を
受
け
て
こ
ち
ら
も

動
い
て
い
る
の
で
、
そ
れ
な
り
の
対
応
を

お
願
い
す
る
。

定
住
促
進
課
長
　
辺
地
計
画
に
つ
い
て

は
、
建
設
す
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て

財
源
を
幅
広
く
準
備
す
る
た
め
に
盛
り

込
ん
で
い
る
。
計
画
に
あ
る
か
ら
作
る

と
い
う
判
断
は
し
て
い
な
い
の
で
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。
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辺
地
計
画
か
ら
の
削
除
す
る
手
続
き
は

こ
れ
ま
で
も
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
今
後

も
考
え
て
い
な
い
。
保
育
所
に
つ
い
て
は

具
体
的
に
決
ま
っ
て
き
た
ら
ち
ゃ
ん
と

組
み
込
み
、
財
源
確
保
に
努
め
た
い
。

過
疎
計
画
に
つ
い
て
も
、
幅
広
く
財
源

を
確
保
す
る
た
め
に
ど
の
自
治
体
も
い

ろ
ん
な
事
業
を
入
れ
て
あ
る
。
世
の
中

の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ

る
。

環
境
問
題
、
住
民
の
安
全
、
安
心
、
防

災
、
保
安
面
な
ど
総
合
的
に
計
画
の
中

に
入
れ
て
あ
る
の
で
、
住
民
や
議
員
の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
慎
重
に
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
が
開
設
さ
れ
て
か

ら
10
年
以
上
経
っ
て
、
施
設
の
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
。

部
品
な
ど
高
価
な
も
の
が
多
く
、
維
持

に
費
用
が
か
さ
む
と
思
う
。
し
か
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
生
活
の
一
部
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
ど
う
維
持
し
て
い
く
の

か
伺
い
た
い
。

総
務
課
長 

ご
指
摘
の
通
り
、
10
年
経

過
し
機
器
の
更
新
な
ど
の
時
期
に
来
て

い
る
。

し
か
し
本
村
は
公
設
公
営
の
た
め
国
の

補
助
金
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。
民
間

が
運
営
す
る
場
合
は
補
助
金
の
対
象
と

な
る
た
め
民
間
譲
渡
を
模
索
し
て
い
る

が
、
業
者
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

安
定
し
た
回
線
を
維
持
す
る
た
め
、
電

算
の
職
員
、
シ
ス
テ
ム
会
社
と
協
議
を

重
ね
、
交
換
す
る
機
器
を
最
小
限
に
抑

え
な
が
ら
運
営
し
て
い
る
。

広
報
み
し
ま
に
も
掲
載
し
た
が
、
本

年
度
か
ら
新
た
に
光
回
線
維
持
管
理

経
費
に
つ
い
て
国
庫
補
助
金
が
交
付
さ

れ
る
。
年
度
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
約

２
０
０
０
万
〜
３
０
０
０
万
円
の
1/2
を

補
助
し
て
も
ら
え
る
。

当
分
は
こ
の
財
源
を
基
に
機
器
の
更
新

な
ど
を
進
め
て
い
き
た
い
。

山
田
和
広 

議
員　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

使
え
な
く
な
る
と
他
の
取
り
組
み
に
も

影
響
を
与
え
る
の
で
、
引
き
続
き
財
源

確
保
な
ど
に
努
力
し
て
欲
し
い
。

現
在
島
内
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
い
る
が
、
村
の

お
か
げ
で
安
く
回
線
を
使
用
で
き
て
い

る
と
思
う
。
今
後
維
持
の
た
め
に
出
費

が
必
要
な
の
で
あ
れ
ば
、
前
も
っ
て
住

民
に
協
力
を
求
め
る
の
も
一つ
の
手
な
の

で
は
。

維
持
で
き
な
く
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の

で
、
そ
の
前
に
手
を
打
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

総
務
課
長　
維
持
費
の
住
民
負
担
と
い

う
の
は
あ
り
が
た
い
意
見
。

現
在
光
の
回
線
を
N
T
T
に
貸
し
出

し
て
い
る
が
、
別
の
業
者
に
も
貸
し
出

す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
協
議
中
。
貸
出
金

額
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
相
応
の

い
い
金
額
で
契
約
が
で
き
る
よ
う
着
実

に
進
め
て
い
く
。

山
田
和
広 

議
員　
ト
カ
ラ
列
島
に
は
産

物
や
情
報
を
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
発
送
・

配
信
し
て
収
入
を
得
て
い
る
と
い
う
の

を
見
た
。
焼
酎
も
そ
う
だ
が
、
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
収
益
に
つ
い
て
も
考
え
て
い

く
の
も
あ
り
で
は
。

村
長　
機
器
の
更
新
に
は
数
億
円
が
必

要
。
公
設
公
営
が
補
助
金
対
象
外
と
い

う
の
は
お
か
し
い
の
で
は
と
国
と
や
り
と

り
し
て
い
る
が
、
制
度
上
非
常
に
厳
し

い
と
説
明
を
受
け
て
い
る
。

借
金
す
る
し
か
な
い
と
い
う
話
も
あ
る

が
、
借
金
で
き
る
金
額
に
も
限
度
が
あ

る
。
借
金
が
増
え
る
と
財
政
経
営
も
厳

し
く
な
り
国
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
。

山
田
和
広 

議
員

片
泊
地
区
在
住

「
ネ
ッ
ト
回
線
の
維
持
に
つ
い

て
」

Q
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他
の
離
島
の
自
治
体
は
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
と
い
う
制
度
で
光
回
線
を
整
備

し
て
い
る
の
で
、
総
括
す
る
内
閣
府
と

交
渉
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
、
し
っ
か
り
対
応
し

な
け
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
い
う

危
機
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
し
っ
か

り
汗
を
か
き
、
活
発
に
活
動
し
な
が
ら

な
ん
と
か
し
て
財
源
確
保
し
た
い
。

終
息
が
見
え
な
い
中
、
３
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い
う

情
報
も
あ
る
が
、
本
村
は
３
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

民
生
課
長　
厚
生
労
働
省
が
９
月
17
日

に
３
回
目
の
追
加
接
種
を
行
う
こ
と
を

了
承
し
て
い
る
。

２
回
接
種
を
し
て
も
時
間
経
過
と
と
も

に
感
染
を
防
ぐ
抗
体
の
量
が
減
る
こ
と

に
加
え
、
ワ
ク
チ
ン
が
効
き
に
く
い
新
た

な
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
に
備
え
る
狙

い
が
あ
る
。

２
回
目
と
同
じ
ワ
ク
チ
ン
を
使
う
こ
と

が
基
本
で
、
２
回
目
か
ら
８
ヶ
月
以
上

空
け
る
方
向
で
、
具
体
的
な
対
象
者

や
開
始
時
期
は
今
後
明
確
に
さ
れ
る
と

考
え
て
い
る
。
村
は
国
の
方
針
に
従
い
、

接
種
を
行
う
予
定
。

５
月
６
月
の
一
斉
摂
取
で
は
副
反
応
対

策
と
し
て
医
師
の
滞
在
期
間
が
長
く
な

る
よ
う
調
整
し
た
が
、
医
療
人
材
の
確

保
に
苦
慮
し
た
。

３
回
目
は
特
別
配
船
に
よ
る
短
期
間
で

の
実
施
も
視
野
に
入
れ
検
討
し
た
い
。

山
田
和
広 

議
員　
住
民
や
役
場
職
員

の
方
々
の
努
力
の
成
果
も
あ
り
、
本
村

は
１
件
も
感
染
者
が
い
な
い
と
い
う
喜

ば
し
い
状
況
。

今
は
減
少
し
て
ま
た
緩
和
さ
れ
る
状
況

下
だ
が
、
０
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
言
わ

れ
る
中
で
、
本
村
は
迅
速
な
対
応
で
あ

り
が
た
い
。

た
だ
、
副
反
応
な
ど
を
危
惧
し
て
１
回

目
の
接
種
も
受
け
て
い
な
い
方
が
本
村

に
も
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
実
際
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
命
を
守
る
１
番
の
早
道
だ

と
思
う
の
で
、
社
会
状
況
な
ど
を
考
慮

し
て
、
何
が
１
番
い
い
の
か
を
考
え
な
が

ら
進
め
て
欲
し
い
。

民
生
課
長　
現
在
全
国
的
に
感
染
者
が

減
少
し
て
い
る
が
、
要
因
は
不
明
な
部

分
が
多
い
。

し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
だ
こ
と

は
確
か
な
要
因
の
一つ
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
。

３
回
目
に
当
た
っ
て
副
反
応
に
対
し
て

の
不
安
も
あ
る
と
思
う
が
、
国
の
情
報

を
迅
速
に
提
供
し
、
住
民
の
皆
様
が
安

全
に
、
納
得
し
た
上
で
接
種
で
き
る
よ

う
努
め
た
い
。

「
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
」

Q
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